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第 28 回 宝山寺福祉事業団研究発表会 開催要項 

テーマ「こども・ど・まん中」～いっしょに探そう、つながる支援～

１． 開催の趣旨 
多様性を持つこどもたちが増える中、子どもや家庭を支えていくために昨年度、新た

に国の機関として「こどもまんなか社会の実現」をコンセプトとしてこども家庭庁が発
足しました。「こどもまんなか社会」とは、「常にこどもの最善の利益を第一に考え、こ
どもに関する取組・政策を我が国の社会の真ん中に据える」と定義されています。 本
事業団の児童部会は、それを今回のテーマとして掲げ、こどもを真ん中に据えて、さら
に「いっしょに探そう、つながる支援」をサブタイトルとし、それぞれの場で日々実践、
検討されているこどもへの配慮や支援、こどもを守る組織づくりを通して各施設から
発表をします。皆様方の忌憚のないご意見を頂き、今後の事業の充実に活かしていきま
すのでよろしくお願いします。 

２． 主催 社会福祉法人 宝山寺福祉事業団 

３． 後援 生駒市、奈良県社会福祉協議会、生駒市社会福祉協議会 

４． 期日 令和 7 年１月２６日（日） １２時３０分～ 

５． 会場 生駒市コミュニティセンター 文化ホール 

６． 日程 12:00    受付・開場 
   12:30    開会挨拶 宝山寺福祉事業団 理事長 辻村泰範 

＜第一部＞ 職員による発表 
１．児童発達支援センターこども支援センター  仔鹿園 
 「子どもの出来る！を見つけよう、自信に繋がる支援～朝の準備の環境構成、視覚支援の有効性～」 
２．幼保連携型認定こども園  いこまこども園 
 「避難訓練から見えてきたこと～災害時、私たちの仕事は何か 自衛消防組織の活用～」 
３．児童養護施設  愛染寮 
 「こどもと共に生い立ちに向き合うⅢ～ライフストーリーワークに取組んだ 10 年～」 
４．法人各施設のポスターセッションプレビュー（口頭発表） 
〇講評 帝塚山大学 教育学部教授 清水益治氏 

＜第二部＞記念講演 
  講師 生駒市立生駒小学校 校長 石村吉偉氏 「地域へ発信する 小学校の役割」 



 
 
 
 
 
 
 
Ⅰ はじめに 

（１）仔鹿園とは 

地域の障害児の健全な発達において 

中核的な役割を担う機関として主に就学

前の児童を対象に集団・個別の発達支援

を提供し、併せて、その家族への支援や指

定障害児通所支援事業者、その他関係者

への相談、専門的な助言を行っている 

 
（２）通園部クラス編成 

 年長 （４～６歳）A 組     ９名 
          B 組     ９名 
 年少 （２～６歳）C 組    １０名 
          D 組    １２名 
 未歩行      E 組     ４名 
 
※発達の状況や特性に合わせて就学児 
が年少組に在籍することもある。 

 
（３）在園児の障がいの種類 

 自閉症、自閉スペクトラム症、ダウン症

候群、ルビンシュタイン・テイビ症候群、 
知的障害 

(令和６年度在園児) 
 
（４）指導で大切にしていること 

①健康な体づくり 
②基本的生活習慣の確立 
③遊びの充実 
④言語能力を高める 
⑤情緒を育てる 
⑥個別療育相談 

（ポーテージチエックリストの利用） 

 
 
 
 
 
 

 
Ⅱ 目的 

（１）身辺面の取り組み 

毎日の療育の中でも「基本的生活習慣

の確立」は子ども達が生活する上での基

礎的な力をつけていく取り組みとして、

重要だと考える。 
子ども達は登園すると、持ち物を出し

着替え・排泄と毎日決まった流れで行う

（朝の準備）。日々繰り返し取り組むこと

で、基本的な生活動作を身につけていく

ことをねらいとしているが、なかなか身

につかない子どももいる。 
今回、基本的生活習慣の中でも「朝の準

備」を選んだ理由は、環境を変えたり、工

夫したりすることで子どもの行動に顕著

な変化がみられるのではないかと考えた

からである。 
 

（２）研究の目的 

「朝の準備」において、様々な障がい特

性を持った子どもがいる中で、どうすれ

ばより効果的な取り組みができるのか、

環境構成の再構築を行い、子どもの生活

動作の習得への効果について検討するこ

とを目的とする。 
 

〇朝の準備の流れ 
（持ち物をリュックの中から順に出し、

所定の位置に出す） 
①連絡帳をかごに入れる 
②シール帳をかごに入れる 
③歯ブラシ・コップを袋から出し 
各かごに入れる 

子どものできる！を見つけよう 自信に繋がる支援 

～朝の準備の環境構成、視覚支援の有効性～ 

  〇貝田智子 永田佳子（児童発達支援センターこども支援センター仔鹿園） 
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④カトラリー袋をかごに入れる 
⑤ビニール袋からおやつタオルを 

出し、かごに入れる 
⑥ビニール袋から手拭きタオルを 
出し、所定の位置に掛ける 

⑦ビニール袋を所定の位置に入れる 
⑧掛かっている着替え袋を取り 
リュックを掛ける 

⑨着替える 
           （排泄➡自由遊びへ） 
 
 
 
 
 
 
 

写真１：朝の準備① 

 
 
 
 
 
 
 

写真２：朝の準備② 

 

Ⅲ 研究方法 

（１）現状の把握（アセスメント）と 

改善点 

各クラス（A・B・C・D）の「朝の準備」

の様子を観察し、その取り組み状況を指

標に分類し、現状把握を行う。その後改善

点を職員間で話し合った。 
 

 

 
 
1 DA(Developmental Age)とは、発達年齢をいい、

その子どもの発達の状態が標準的な子どものど

の年齢段階に相当するのかを示す指標である。 
2 DQ(Developmental Quotient)とは、発達指数 

表１：朝の準備の評価指標 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

１）年長・A組（9名） 

表２：A組の子どもの特性 

 
性
別 

学
年 

在
園
期
間 

DA1 DQ2 特徴 

a1 男 5 歳 １ 1：9 31 1 対１の援助が必要 

a2 男 5 歳 ４ 3：0 51 意識が逸れやすい 

a3 女 5 歳 ２ 3：2 57 意識が逸れやすい 

a4 女 5 歳 ３ 3：3 60 気分によってムラがある 

a5 女 5 歳 ３ 0：9 16 1 対 1の援助が必要 

a6 男 5 歳 ３ 2：2 41 マイペース、意識が向きにくい 

a7 男 4 歳 ３ 1：3 27 1 対 1の援助が必要 

a8 男 4 歳 3 1：10 41 マイペース 

a9 男 4 歳 ３ 2：8 61 意識が逸れやすい 

＊DA：発達年齢 1   ＊DQ：発達指数 2 

DA、DQ は「遠城寺式発達検査」を用いた 

 
 
 
 

 

         

       

 

 
 
 

 
のことをいい、標準を 100 として子どもが実際 
どれだけ発達しているかを数値化したものであ

る。発達指数(DQ)=発達年齢(DA)÷実年齢×100
で算出される。 

図１：A組の配置 

鞄掛け 

ベンチ 
ビニール袋入れ 

タオル掛け 

＜朝の準備の指標＞ 
①１人でできる 
②声掛けされるとできる 
③手伝ってもらうとできる 
④手伝ってもらうと一部応じる

ことができるが、やり切るこ

とは難しい 
⑤援助に応じることが難しい 

入口 トイレ 
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図１に示すように、準備を行う場所をタ

オル掛け等で囲い、取り組みに集中しや

すくしているが、取り組み始めるまでに

時間が掛かったり、途中で周囲の状況に

気が逸れてしまったりして集中できない

子どもが多い。 
 
改善点 
・場所は囲っていたものの、物を出す順番

に導線が配置されていなかったため、整

える必要がある。 
・タオル掛け・鞄掛けの掛ける場所は月齢

順になっており、意識が逸れやすい子ど

もが回り込んで掛けに行かないといけな

くなっていたため、特徴に合わせた配置

を考える必要がある。 
 

２)年長・B組（9名） 

 

表３：B組の子どもの特性 

 性
別 学年 

在
園
期
間 

DA DQ 特徴 

ｂ１ 男 5 歳 ３ ２：３ 40 こだわりが強い 

ｂ２ 男 5 歳 ４ ２：７ 48 気が逸れやすい 

ｂ３ 男 5 歳 ２ ２：１ 39 気が逸れやすい 

ｂ４ 男 5 歳 ２ ３：０ 53 気が逸れやすい 
衝動的 

ｂ５ 女 5 歳 ３ １：６ 30 1 対 1 の援助が必要 

ｂ６ 男 5 歳 ４ ２：６ 49 マイペース 

ｂ７ 男 5 歳 ３ ２：８ 53 気分のムラが激しい 

ｂ８ 男 4 歳 ３ １：７ 32 1 対 1 の援助が必要 

ｂ９ 女 4 歳 ２ ２：11 46 こだわりが強い 

 
 

 

 

 

 

 

 

図２：B組の配置 

 
 
 
 
 
 
 

 
写真３：配置の様子 

 
 個人差はあるが、1 人で最後まで取り組

める子どもはおらず、周囲の環境に惑わ

され、気が散りやすい。準備をせず遊び

出す子ども、特に途中で遊びに行ってし

まう子どもが多い。 
 
改善点 
・導線が準備の順番に配置すると良い。 
・準備用のベンチを壁に向けて配置するこ

とで、気が散りにくくなるのではないか。 
・タオル掛けの向きなど月齢順にとらわれ

ず、子どもの技量に応じて配慮すると良

い。 
 

３)年少・C組（10名） 

 

表４：C組の子どもの特性 

 性
別 

学
年 

在
園
期
間 

DA DQ 特徴 

c１ 女 5歳 ４ 1：2 23 手先が不器用 
集中力に欠ける 

c２ 男 4歳 ２ 1：2 28 1 対１の援助が必要 

c３ 男 4歳 ２ 0：9 22 1 対 1 の援助が必要 

c４ 男 4歳 ２ 1：1 27 多動、1 対 1 の援助が必要 

c５ 男 3歳 ２ 1：5 38 大人に頼りがち 
手先が不器用 

c６ 男 3歳 ２ 1：7 48 大人に頼りがち 
手先が不器用 

c７ 男 3歳 １ 1：1 31 多動、1 対 1 の援助が必要 

c８ 男 3歳 １ 1：6 48 多動、こだわりがある 

c９ 女 2歳 １ 1：8 58 集中力に欠ける 

C10 男 2歳 １ 1：6 54 集中が持続しない、経験不足 

 

入口 トイレ 
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図３：C組の配置 

 
年齢が低く、初めて集団生活を経験する

子どもがいる為か、集中して朝の準備に

取り組める子どもが少ない。物を渡す、所

定の位置を声掛けや指差しで示す援助が

必要。また、準備を終えて遊んでいる子ど

もの様子が気になり、準備の途中で玩具

の方に行ってしまったり、遊んでいる子

どもが準備スペースに来てしまったりす

る等、子どもが入り混じってしまう。 
 
改善点 
・玩具が見えないようにする配置の工夫が

必要。 
・準備をする子どもと終わった子どもが入

り混じらないように、スペースを区切る

必要がある。 
・子どもが動く導線を短くすることで、集

中して朝の準備に取り組むことができる

のではないか。 
・なるべく 1 対１で保育者が傍に付き、子

どもの特性や取り組み状況を踏まえた援

助をすることで、強化していけるのでは

ないか。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

４）年少・D組（12名） 

表５：D組の子どもの特性 

 性
別 

学
年 

在
園
期
間 

DA DQ 特徴 

ｄ１ 女 5 歳 ３ 1：2 22 気が散りやすい 

ｄ２ 女 4 歳 ３ 2：4 50 気分にムラがある 

ｄ３ 男 4 歳 ２ 1：8 39 気が散りやすい 

ｄ４ 男 4 歳 ２ 1：1 27 1 対 1 の援助が必要 

ｄ５ 男 4 歳 １ 2：8 64 こだわりがあり衝動的 

ｄ６ 男 4 歳 ２ 1：2 29 周囲の声に敏感で 
こだわりが強い 

ｄ７ 女 3 歳 １ 2：6 66 こだわりが強く 
気分にムラがある 

ｄ８ 男 3 歳 １ 1：2 29 こだわりが強い 

ｄ９ 男 3 歳 ２ 2：4 66 気が散りやすい 

ｄ10 男 3 歳 １ 1：9 53 気が散りやすい 

ｄ11 男 3 歳 １ 0：9 25 1 対 1 の援助が必要 

ｄ12 男 2 歳 １ 1：5 48 気が散りやすい 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図４：D組の配置 

 
自分から準備に取り掛かることができる

子どもはおらず、準備をせずに遊ぶ子ど

もや促されると取り掛かるが途中で中断

してしまう子どもが多い。先に登園して

準備を終えた子どもと後から登園した子

どもが同じ空間に居るので、集中して取

り組むことが難しい環境である。 
 
改善点 
・「準備をする」「着替える」「遊ぶ」それ

ぞれの活動の空間を分ける。また導線を

作る等をして、集中して取り組みやすい

環境を整える。 
・準備の１つ１つの動作をしやすいように

入口 

入口 
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十分なスペースを設ける。 
・壁に沿う導線にすることで、周囲に目が

いくのを防ぎ、視覚的にも集中しやすく

する。 
・座り込むと集中しにくいため、立った状

態で準備物をかごに入れられるように、

高さ 50 センチほどの机（園児机）を使用

する。 
 
５）改善点のまとめ 
＜年長クラス＞ 

①導線を考えた配置 
   ②集中して取り組める環境 
   ③月齢にとらわれない配置 
＜年少クラス＞ 

① 活動空間を分ける 
② 十分な活動スペースを設ける 
③ 導線の工夫 
④ 特性を踏まえた援助 

 
●E 組に関しては、未歩行の子どものた

め、今回の研究対象からは外すことと

した。 
 
（２）環境構成を変更しての取り組み 

   準備する際の導線を良くするために、

準備物を出すかごを置くベンチの位置と、

タオル掛け、鞄掛けの配置を変更した。

活動空間を区切り、準備スペースと着替

えスペースを明確にする。一定期間取り

組み、取り組み状況の変化を表１の指標

に基づき分類する。 
 
●取り組み期間 
令和 6 年 6 月 10 日～7 月 10 日 

 
１）年長・A組の取り組み 

タオル掛けと鞄掛けの位置を入れ替え、

左から順番に物を出したり掛けたりでき

るようにした。月齢順ではなく、子どもの

様子に合わせて手前側と奥側に配置を変

更した。 
 
 
 
 
 
 
   ―準備物を入れるかごを置くベンチ 
   ―――鞄掛け 
    ――タオル掛け 
 ―――――ビニール袋入れ 

（タオルが入っていた） 
図５：A組の環境構成の変更 

子どもの様子 
準備途中で集中が切れてしまい、遊びに

行ってしまっていた子どもが、タオル掛

け、鞄掛けの掛ける位置を変更したこと

で、スムーズに掛けることのできるよう

になった。 
考察 
・タオルや鞄を掛ける場所については、意

識が逸れやすい子どもが、視覚的に確認

しやすくするために、手前側に変更した

ことで、奥に回り込んで掛けに行く際に

玩具に気を取られてしまうことが少し減

ったと考えられる。 
２）年長・B 組の取り組み 

図６に示すように家具の配置を変更し

導線を変えた。また、着替えスペース・遊

びスペースを設けた。 
月齢順に配置されていたフックを個々

の発達に合わせて並び変えた。 
 
 
 
 
 
 

図６：B組の環境構成の変更 

  

着替えスペース 

遊びスペース 
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子どもの様子 
・最後まで取り組めなかった子どもが、気

が散りにくくなり、準備を中断せずに終

わらせることができようになった。 
・着替えスペースを設けることで、進んで

着替えに移る子どもの姿があった。 
・準備物を手渡しするなどの援助が必要な

子どもも半数いた。 
 
考察 
・導線が準備物を出す順番になっているこ

とで、子どもが動きやすくなった。 
・タオル掛けが自由遊びスペースを遮断し

見えにくくなっていることで、最後まで

取り組める子どもが増えた要因の１つで

ある。 
・月齢順の配置になっていたフックの配置

を個々の技量に合わせた配置に変えたこ

とで、更に準備ブース内でやり切ること

ができるようになった。 
・準備物を手渡す援助が必要な子どもが多

いので、視覚支援を取り入れ、子どもが

自発的に取り組めるようにしていきたい。 
 
３）年少・C 組の取り組み 

図７に示すように、家具の配置を変更

し、導線を短くした。また、準備スペース

と遊びスペースを区切った。 
 

 

 
 
 
 
 
 

図７：C組の環境構成の変更 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真２：準備の様子 

子どもの様子 
・導線を短くしたことにより、集中しやす

くスムーズに準備ができるようになった

子どもがいた。 
・準備スペースと遊びのスペースを区切っ

たことで、子どもがあちこちに散らばる

ことが減り、誘導しやすくなった。 
・着替えスペースの認識ができるようにな

った。 
・ビニール袋入れのスペースが狭く混雑し

がちだった。 
・準備スペースをコンパクトにしたことに

より混雑する場所があった。 
・順番や流れの意識が薄く、ぶつかり合う

子どもがいた。 
 
考察 
・導線は良いが、ビニール袋入れのスペー

スが狭く混雑しがちなので工夫が必要。 
  ⇒タオル掛けのフックの真下に一人ず

つのビニール袋入れの箱を設置して

改善した。 
・順番を意識せずに準備物を出そうとする 
子どもが多くぶつかり合うこともあるた 
め、順番が意識できるような番号表示な 
どの視覚支援が必要。 

・声掛けされると準備ができる子どもは、 
視覚支援を入れることで、順番を意識し 
たり、1 人でやり切ることができるように 
なるのではないか。 

着替えスペース 
遊びスペース 
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４）年少・D 組の取り組み 
図８に示すように、活動スペースを分

かりやすく区切った。また、着替えスペー

スにマットを敷いて場所を分かりやすく

した。 
 
 
 
 
 
 
 
 

図８：D組の環境構成の変更 

 
子どもの様子 
・自分でできることが増えた子どもの姿が

あった。 
・流れができたことで、やり切らずに終え

ていた子どもも、続きに取り組みやすく

なった。 
・着替えの場所を明確にしたことで、自分

で着替えを意識できる子どもが出てきた。 
考察 
・保育者が、個々の動きが見やすくなった

ことで、子どもの姿を把握しやすく適切

な援助ができるようになった。 
・机の下に入ったり、走り回ったりする導

線ができてしまった。  
 ⇒机をベンチに変更することで改善をし   
  た。 
 

（３）視覚支援の導入 

 準備物を出す場所や順番を分かりやすく 
伝える為に、出すかごやタオル掛けなどに 
数字の入ったイラストのカードを提示した。 
一定期間取り組み、取り組み状況の変化を 
指標に基づき分類した。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真５：視覚支援の導入① 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真６：視覚支援の導入② 

 

●取り組み期間 
令和 6 年 7 月 16 日～8 月 16 日 

 
１）年長・A 組の取り組み 
子どもの様子 
・何人かの子どもは絵カードを見るものの、

取り組みにはあまり影響がなかった。 
・プール遊びの有無で準備のスピードに差

が見られる子どもがおり、視覚支援の影

響を受けていなかった。（プール遊びがあ

るので、準備を早くしようと声掛けされ

ると意欲が高まり準備のスピードが速く

なった） 
考察 
・以前から視覚支援カードを貼る取り組み

を行っていた在園児が多く、朝の準備に

ついてある程度理解している子どもが多

かったため、視覚支援の有無での影響が

あまり見られなかったと思われる。 

着替えスペース 

机に変更 
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・絵カードはそれぞれのかごの前やラック

に貼っていたが、並べて貼ることで、意

識が逸れにくくなるのではないか。 
・数字に興味のない子どもについては、絵

カードにキャラクターなどを追加するこ

とで、絵カードを意識するきっかけにな

るのではないか。 
・準備が終わった子どもは自分の写真カー

ドを所定の場所に貼るなどすることで、

取り組みに意欲が持てる可能性がある。 
 
２）年長・B組の取り組み 

子どもの様子 
・数字を見て言う子どもはいたが、特に意

識している様子はなく、準備物を手渡し

する等の援助が必要な子どもがいた。 
・プール遊び期間であった為、素早く着替

えまで取り組める子どもがいた。 
考察 
・絵カードに順番を意識する数字が書かれ

てあったが、一つひとつ区切られている

ことで継続した取り組みになりにくい。

一覧表にすることで、取り掛かりがスム

ーズになる子どもがいると考えられる。 
・年長児は準備の経験も長いため、変化が

分かりにくかった。 
 
３）年少・C 組の取り組み 
子どもの様子 
・絵カードを意識できる子どももいれば、

できない子どももいる。指を差して確認

する子どもが出てきた。 
・出す順番の表示はあるが、その通りでは

なく鞄の中身の上から物を出す子ども、

出したい物から出す子どもがいた。 
・繰り返し取り組むことで、流れはスムー

ズになっていた。 
・後半に登園する子どもの中には、遊びの

スペースが気になり準備に集中できない

子どもがいた。 

考察 
・数字の理解ができていない子どもが多い

ことと、認知の高い子どもは順番にこだ

わらなくても空いている場所を探して入

れていくことができることから、番号の

表示は現段階ではあまり有効性はなかっ

た。 
 
４）年少・D 組の取り組み 
子どもの様子 
・取り入れた直後は目新しさがあり、興味

を示す姿がみられた。 
・かごを置くベンチを壁際に設置したこと

で、ベンチに登ったり、壁の掲示物を触

ったりする子どもが出てきた。 
考察 
・壁に貼った絵カードは、保育室に入って

すぐに目に付かないので、取り掛かりを

促す効果は見られなかった。 
・タオル掛けや鞄掛けの絵カードの場所が

子どもからは視界に入りにくく、効果が

薄かった。工夫が必要と考えられる。 
・保育者が動作を促すツールとしては有効

で、援助がしやすくなった。 
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援助に応じることが難しい
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8名
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ひとりでできる

声掛けされるとできる

手伝ってもらうとできる

手伝ってもらうと一部応じるがやり切る
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手伝ってもらうとできる

手伝ってもらうと一部応じるがやり切るこ

とは難しい

援助に応じることが難しい

Ⅳ 結果・考察 

（１）取り組み前から環境構成の変更及び 

視覚支援の変更後の結果 

ⅰ）年長児 
6 月上旬調査 
年長児１８名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図９：年長児取り組み前 

 
7 月 10 日 
年長児１８名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 10：年長児の環境構成の変更後 

 

 

8 月 10 日 

年長児１８名 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11：年長児の視覚支援導入後 

 

・「ひとりでできる」子どもの割合は、２つ

の取り組みをする度に増えている。 
・環境構成を変更し、集中できる環境を整

えたことで、手渡しや指差しの援助（＝

手伝ってもらうとできる）が子どもに伝

わりやすくなったのではないかと考えら

れる。 
・視覚支援の取り組み後の変化はあまりな

かった。年長児は「朝の準備」の経験が長

いため、あまり視覚支援の影響はなかっ

たと思われる。 
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ひとりでできる
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援助に応じることが難しい

2名

9名8名

3名

ひとりでできる

声掛けされるとできる

手伝ってもらうとできる

手伝ってもらうと一部応じるがやり切る

ことは難しい

援助に応じることが難しい

1名

7名

6名

８名

ひとりでできる

声掛けされるとできる

手伝ってもらうとできる

手伝ってもらうと一部応じるがやり切る

ことは難しい

援助に応じることが難しい

ⅱ）年少児 
6 月上旬調査 
年少児 22 名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１２：年少児取り組み前 

 

7 月 10 日調査 
年少児 22 名 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

図１３：年少児環境構成変更後 
 

 
 

 
8 月 10 日調査 
年少児 22 名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図１４：年少児視覚支援導入後 

 

・環境構成を変更したことで、子どもの集

中力が上がったことはもとより、保育者

の声掛けがより聞こえやすくなり「声掛

けされるとできる」子どもの割合が増え

たのではないか。 
・視覚支援の取り組み後に「手伝ってもら

うとできる」の割合が増えている。絵カ

ードや表示があることで、入れる位置な

どを誘導しやすくなったことが要因の 1
つとして挙げられる。 
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ⅲ）全体の指標の変化 

 

図 1５：指標の変化（年長児） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１６：指標の変化（年少児） 
 
・取り組みを始める前の指標から比べると、

「ひとりでできる」「声掛けされるとでき

る」の２つの割合が多くなっている。保

育者の援助が少ない状態で子どもが自ら

取り組みを進める力が上がってきている

ことが分かる。 
・環境構成変更後に視覚支援導入の取り組

みを行ったが、指標的にはほとんど変化

はみられていない。子どもの様子を見る

と、絵カードがあることで、それと同じ

ものを鞄から出そうとする姿が出てきた

り、数字を追って順番に鞄から出そうと

したりする姿もあった。一方で保育者が

絵カードに注目を促しても、それを注視

することは難しい子どもがいたことも事

実である。視覚支援が有効である子ども

とそうでない子どもがいたことがこの結

果になったと推測される。 
 
Ⅴ 結論・今後の課題 

長い歴史ある仔鹿園では、受け継がれ 

てきた療育の環境構成や支援方法があり、

クラスごとに修正や変更はありながらも、

園全体での大きな見直しはこれまであま

りなかった。その時々で１番良いと思わ

れる支援や環境作りが試されてきたのだ

と思われる。 
  今回の研究に取り組むことで、今まで

の実践のどこに課題や改善点があるのか

を考え、より良い支援方法を全体で考え

るきっかけとなった。また、「朝の準備」

に対する共通認識を持ち、統一した支援

ができるようになったという利点もある。 
 また、2 つの取り組みを導入し、指標を設

けて分析することで、子どもの様子や動

きをより客観的にみることができ、根拠

に基づいた支援に繋がったのではないか

と考える。更に、子どもの様子や動きの

変化と同様に保育者の援助の仕方にも変

化がみられ、より個々に合った支援がで

きるようになったと実感した部分も大き

い。 
一方で、新たな問題点や改善点もみえ

てきた。今回の取り組みでは「朝の準備」   
のスキルを上げることを目的として環境 

0%
5%

10%
15%
20%
25%
30%
35%
40%
45%
50%

取組み前 環境構成変更 視覚支援導入
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構成を見直した為、他の部分で支障が

出た面もあった。例えば、タオル掛けの

位置は、排泄手洗い後に使用すること

から、トイレ出入口の近くに配置され

ていた。しかし、今回は持ち物の準備を

スムーズに行うことを重視した為、ト

イレの出入口からは離れての配置とな

った。また、集中できる環境を作る為に

準備スペースを囲うような配置に変更

した為、全体を見渡しにくく、死角がで

きてしまうことにもなった。 
まだまだ改善すべき点はあるが、本

研究で得たことを活かし、クラスと言

う小集団でありながらも、より個々に

応じた支援を行えるように取り組みを

工夫し、子どもと共に成長できるよう

日々の療育に取り組んでいきたいと考

える。 
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避難訓練から見えてきたこと 
―災害時、私たちの仕事は何か 自衛消防組織の活用― 

〇植田登世子、上嶋智子、日野侑紀、泉秋香子、松田幸子（いこまこども園） 

 
Ⅰ はじめに 

日本は複数のプレートの境界に位置するた

め、世界でも有数の地震多発地帯であり、世

界で起こっている 1 割に当たる地震が日本と

その周辺で発生している 1)。表１で示すとおり

近年震度４以上の地震が多発している。また、

東日本大震災や能登半島地震では、最大震

度７が観測され甚大な被害がもたらされた。西

日本に住む私たちは、南海トラフ地震にも備

えていく必要がある。 

今後、保育活動の時間中に発生することは

十分考えられる。しかし、日頃からの心構えや

災害備蓄などの準備を整える事で、被害を最

小限にすることを目指す。 

本園では、３年前に避難訓練係を発足し、

訓練後の反省会で見直しや改善策について

話し合いを行ってきた。その中で、より質の高

い訓練ができるよう、様々な想定を設定し取り

組んでいる。 

表１：2024 年 8 月以降震度 4 以上の地震 

 
出典：日本気象協会 

 
11 「今の避難訓練それでいいの？」～命を守る訓練とは～ 一般社団法人保育の寺小屋 藤實智子 

Ⅱ 令和３年度からの取り組み 

（１）災害発生時刻、発生場所の想定 

（令和３年度） 

 ３年前より、本園では事前に発生時刻を知ら

せずに避難訓練を行っている。1防災研修にて、

時間指定せず大まかな告知のみをすることで、

それぞれが考え、防災意識が高まるという話が

あった。時間指定をしないことにより、訓練のた

めの避難準備をすることなく、緊張感を持って

実際の災害時と同じ動きで子どもの誘導、荷

物確認等ができるようになった。また、これまで

想定していなかった場所を災害想定場所にす

ることで、職員間で避難経路や災害時の職員

の配置について事前に話し合いをする時間を

持ち、安全かつ連携のとれた避難ができるよう

になった。  

 

（２）訓練後の係での話し合い（令和３年度） 

 係が発足されるまでは、毎回、訓練後の報

告書を記入し提出するだけであったが、係の

発足後は、訓練当日に係が集まって話し合い

をし、訓練中に気付いたことや困ったこと、良

かった点や改善点などを話し合うようになった。

係での話し合いの前に、各クラス、学年で反省

等を意見交換し、話し合い後報告をするので、

職員全員が訓練の見直しをするようになった。

訓練を通し、必要である備品等について各自

が意見を出し合い検討した。救急セットや書類

を持ち出す際に必要になるリュックサックは、

全職員が分かるよう同一の鞄を購入した。救

急セットは常に必要な物を入れておき、迅速な

対応ができるようにした。また、クラス名は鞄の

同じ場所に書くことで確認作業の時間短縮に

つなげた。 

日時 震源地 最大震度

2024年09月26日16時01分頃 釧路沖 4

2024年09月24日22時09分頃 留萌地方 4

2024年09月20日21時22分頃 豊後水道 4

2024年08月19日00時50分頃
茨城県
北部

5

2024年08月19日00時48分頃
茨城県
北部

4

2024年08月15日20時20分頃
神奈川県
西部

4

2024年08月09日19時57分頃
神奈川県
西部

5

日向灘

宮崎の東南
東３０ｋｍ付近

2024年08月08日16時43分頃 6
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（３）階段（令和４年度） 

災害時の混雑を避けるために階段の使い

方を見直した。避難時だけでなく、普段から右

側通行が意識できるよう、階段に赤と水色のビ

ニールテープを貼ることで、緊急時にどちらの

色の方を通行すればよいか、子ども達も分かり

やすくなり、安全に避難できるようになってきて

いる。 

 

（４）防災ってなぁに？（令和５年度） 

 月に一回「防災ってなぁに？」を合言葉に防

災について学ぶ時間を保育の中に組み入れ

た。防災ダンスや○×ゲームなどを通して、職

員だけでなく子どもたちの防災意識も高まるよ

う活動を行っている。 

災害後は、不安定な場所を歩くことが想定

される。そのため「防災サーキット」（図１）では

子どもたちは狭い空間や不安定な物の上を歩

くなどの経験をした。狭い空間は園にある赤い

ベンチを並べ、その下をくぐった。１つならば

楽しくくぐれてもいくつか並ぶと手足を動かす

のに苦労している子どもがいた。不安定な物

の上は、卵パックに加えて牛乳パックも置いて

みた。口の開いた牛乳パックの底は硬いが他

は体重がかかると形が変形し、バランスを取る

のが難しいようであった。どの子どもも初めて

の経験で戸惑っている様子も見られたが、友

だちと一緒にアスレチック感覚で楽しんでいた。

幼児クラスは常に上靴を履いているので、それ

も災害時の備えの一つになっていると感じた。 

 

図１：防災サーキットの様子 

 

乳幼児期は、心身が著しく成長する時期で

ある。したがって、この時期から遊びや生活を

中心とした保育活動を通して防災について学

んでいくことは、将来、適切な防災行動の理

解・実践に役立つと考えられる。２) 

 

 

Ⅲ 研究動機 

毎月の避難訓練や訓練後の話し合いを繰り

返す中で、災害発生時から全園児が避難する

場所までの園児の誘導や安全確保は速やか

な判断ができるようになり、各々が責任感を持

って行動するようになってきた。しかし、その後

はどうするのか、どのような仕事があるのかに

ついてまで周知はできておらず、スムーズな動

きやマニュアルを把握した上での臨機応変な

行動をとることに不安を感じるという意見が話し

合いの中で多く挙がった。 

そこで、各自の仕事を分かりやすく可視化

することで、緊急時でもスムーズに、かつ安全

に職員が動ける体制を構築させていけるよう取

り組みを始めた。 

 

 

Ⅳ 目的 

 地震はいつどこで発生するか予測することは

できない。その時、子どもたちや職員の命を守

るために私たちがすること、私たちの仕事は何

かを明確にしていく。そのための有効な手段

の一つとして、消防計画に基づき設置している

自衛消防組織を防災にも活用することである。

災害時、全職員が園内にいるとは限らず、限ら

れた人数で避難誘導することも考えられる。自

衛消防組織が災害時にも有効に機能するよ

う、体制づくりや訓練の工夫等の園内の取り組

み事例についてまとめる。 
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Ⅴ 方法 

（１）アンケート調査による実態把握と比較 

【１回目】避難訓練についてのアンケート 

【２回目】災害シミュレーション 

（２）職員間による意見交換 

【３回目】意見交換後のアンケート 

（３）自衛消防隊編成表の見直しと作成 

 

 

Ⅵ 取り組み 

（１）アンケート調査による実態把握と比較 

【1 回目】 令和６年６月 

○避難訓練についてのアンケート 

・３年間の取り組み（災害発生時刻を指定しな

い、新たな発生場所の想定、訓練後の係で

の話し合い）の中で、職員の意識がどのよう

に変化し、行動となって表れているかについ

てアンケートをとり、令和３年１０月の結果と比

較した。（図２） 

 

 

図２：避難訓練の内容は適切か 

（アンケート結果） 

「適切」が増えた主な理由として、自由回答

欄の記述内容に以下のようなものがあった。 

・時間指定がなくなり、より緊張感のある訓練と

なっている。 

・様々な想定、発生場所の訓練が増えたこと 

により、クラス担任間で避難ルートや子どもた

ちへの指示を考えるようになった。 

 

しかし、避難訓練が適切に行われていると

考えながらも、自由回答欄には以下のような不

安点も出ていた。 

 

・非常食の種類、数の最新の状況を把握して

おく必要がある。 

・災害時、職員は責任をもって各自の役割を

はたせるのか。その際に必要なのは自衛消

防編成表ではないだろうか。 

・大きな災害を経験したことがないため、実際

に起きた時に正しい判断をすぐにできるか不

安。 

 

 そこで、各職員が災害時に関する不安な点

を出していき、解決策や防災への意識をより高

めるためにはどのようにすればよいかを考えた。 

 

【２回目】 令和６年９月 

○災害シミュレーションのアンケート 

・１回目のアンケート結果より、実際に災害が

起きた時の職員（自分）の動きに不安があると

いう回答が多く見られたことと、「職員の防災

意識を高めるためにどのようなことをすればよ

いと思うか」の回答に「災害シミュレーションを

すればよいのではないか」という意見があっ

た。訓練の次のステップとして取り入れてみた。

今までのアンケートは実際の避難訓練に対し

ての質問が主だったが、大きな災害（震度４

以上）は、勤務中に経験のない職員も多いの

で、自分で調べ、考えて回答するという方法

を提示し、自衛消防編成表に則って自分の
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仕事や各係の仕事を考えた。 

 

・シミュレーションをする前とした後で、自身の

防災や避難訓練に対する意識や不安が減っ

たかを比較した。（図 3） 

 

 
図３：シミュレーション前後の意識の変化 

 

（アンケート結果） 

自由回答欄の記述内容に以下のようなもの

があった。 

・今回のアンケートは、自分で調べて考える、

予想するという意味で良い機会になった。 

・今後も、様々な想定でシミュレーションして、

自分だけでなく他の職員の動きも考えること

で、実際に災害が発生した際に、戸惑うこと

なく行動できると思う。 

・自衛消防編成表に基づいた自分の仕事に

不安がある。 

（２）職員間による意見交換（令和６年１０月） 

  常勤職員のみを対象。職員を３グループに

分けて、様々な視点で新たな気づきにつな

がるよう、意見を出し合い共通理解をすること

を目的に話し合いをした。 

Ａグループ：４人、Ｂグループ：７人、Ｃグル

ープ：８人（勤務状況により人数には偏りがあ

る）。司会は毎回参加し、趣旨、災害想定、タ

イムキーパーを行う。災害想定は、震度４以

上の地震とし、災害が発生した際に予想され

ることや不安に感じていること、自衛消防隊

の各班でするべき仕事等、自由に意見を出

し合った。経験年数の違う職員が集まったこ

とで、若い職員が意見を出しにくいことも想定

できたため、ＫＪ法（付箋に思いつく事を書き、

出てきた意見を分類し１枚の紙に貼る）を用

いて話し合いを進めた。グループのメンバー

の意識や経験年数等の違いからか、話し合う

内容が少しずつ違い、様々な意見が出た。 

 

【A グループ】  

○現状の訓練の確認と見直しを中心としなが

ら仕事を分類していた。 

・災害直後に担任がすることと安全確保後に

各班がすることに分け、仕事を班分けしてい

た。 

・現状の訓練の確認と見直しを中心としながら

話し合いを進めていた。 

・園内の消火器の場所を全員が把握する。 

・AED の練習、非常食を食べるなどの新しい

試みについての意見があがった。 

 

【B グループ】 

○仕事を各班に分類し、必要に応じて新しい

班を作成していた。 

・全員の意見を出し合ったところ、避難後必要

になる食糧班、救護班、必需品班、連絡班に

集中していた。 

・非常食の中には離乳期の子どもの食べられ

る物があるのか。 

－ 16 －



・保護者への引き渡しの際に必要になってくる

緊急連絡カードの持ち出し方法。 

 

【C グループ】 

○問題点と改善策を中心に、他のグループに

はなかった視点からの意見が多数出た。 

・災害グッズの軽量化。 

・乳児は靴を履かずに安全な場所まで避難す

るが、足の裏の怪我が心配。 

・災害後の子どもの心のケア、近隣地域との連

携についても話し合いがあった。 

 

 グループによって話し合いの内容は少しず

つ違ったが、どのグループも共通していたこと

は、自衛消防隊編成表の再編成、各班の仕

事を明確にする、新たな仕事の分類化につい

ての意見であった。 

 

（３）アンケート調査 

【３回目】 令和６年１１月 

○職員間による意見交換後のアンケート 

・意見交換をして良かった点、改善点、避難 

訓練に対する不安や防災意識への変化につ 

いてアンケートをとった。 

 

・意見交換会を行う前と後で、災害時の避難に

対する自身の仕事について不安はなくなっ

たように感じるか。（図４） 

 

 
図４：意見交換会前後の意識調査 

 

（アンケート結果） 

 自由回答欄の記述内容に以下のようなもの

があった。 

・皆で書き出した意見を全員で分類していく時

間が有意義であった。 

・自分自身の役目は何であるか改めて考える 

良い機会になった。 

・不安が完全になくなったわけではないが、 

他の職員と意見を交わす中でどのような行動

をとればよいか、おぼろげながらイメージでき

るようになってきた。 

・漠然としていた不安が話し合いをしたことで

具体的になり、解決策が見えてきた。 
・他の職員の意見を聞く機会がほぼないので

先生方の考えを知る機会になった。 

 

（３）自衛消防隊編成表の見直し 

・３回のアンケートや職員間による意見交換の

結果を元に、避難訓練係が中心となって自

衛消防隊編成表の見直しを行った。 

・現状の編成表では、５つの班分け（通報連絡

班・消火班・警備班・避難誘導班・救護班）が

されている。表にはリーダーの名前は入って

いるが、その他の職員は避難誘導班に所属

となっており、実際にどのような動きをすれば

よいか曖昧である。アンケート結果からも自分

の班は知っているが、仕事内容については
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把握しきれていないということが分かった。ま

た、実際の避難訓練では、担任するクラスの

子どもたちの誘導と安全確保が優先となるた

め、災害発生直後は、編成隊の担当通りに

動くことができず、実際には活用されていな

いと感じられた。そのため、編成表の見直

しが必要であり、編成隊として動くには全園

児の避難、安全確認ができた後に編成表に

則って各々が各班の仕事につき、効率よく動

くことができるような一覧表を作成することに

した。 

 

改善点 

・現行の自衛消防編成表に、非常食一覧、各

班の仕事チェックリスト、関係機関の連絡先を

追加する。 

・消防編成を見直し、新しい班を追加、常勤職

員全員の担当を決める。 

（別表１）（別表２） 

 

 

Ⅶ 考察 

避難訓練のアンケートやシミュレーションに

基づいたアンケートを行ったことで、これまで

は、どこか漠然とした捉え方であったが、災害

時の仕事を具体的に考える機会ができ、自分

ごととして捉えるようになり、疑問や不安が明確

になった。そうすることで次のステップへ進め

たと考えられる。 

 職員間の意見交換会では、普段話す機会の

少ない職員同士で話をしたり、先輩後輩関係

なく意見を出し合ったりすることができた。疑問

や不安も共有することができ一体感が生まれ、

職員間の信頼関係を一層構築することができ

たと考えられる。緊急時に声を掛け合うことの

重要性も実感でき、意思の疎通を図りやすくな

り、迅速な対応につながるのではと感じた。 

 また、自衛消防隊の再編成により、自分の仕

事が明確になった。チェックリストができたこと

で、だれがどの仕事を行ったかが分かり、責任

をもって行うようになっている。各班の仕事内

容の把握ができるようになったことで、協力体

制が取りやすくなり、共通認識のうえでの臨機

応変な対応が期待される。 

 

 

Ⅷ まとめと今後の課題 

乳幼児を預かる施設において、避難訓練は

単なる慣例的な行事ではなく、大切な子どもた

ちをはじめ、職員を含めた全員の命を守りぬく

ためにあるものである。 

子どもたちの心身の健康を守り、安全、

安心を確保するために、災害への対策を強

化していかなければならない。その為には、

職員が防災に関する正しい知識を備え、防

災に対して積極的に取り組むことが必要で

ある。また、子どもたちへは、避難訓練や

「防災ってなぁに？」の取り組みを通し、

日頃から防災への意識を高めていくことで、

「自分の命は自分で守るもの」という意識

が育つようにしていきたい。 

毎月の避難訓練では、地震や水害も含め

た災害を考え、災害後に火災が起こった想

定で訓練を行っている。日頃から災害時の

自分の仕事は何か、職員間の連携、協力体

制などを意識しておくことで、有事の際に、

組織全体が迅速かつ的確な対応ができると

考えられる。 

今後は避難訓練のプラスワン訓練として、

自衛消防組織の実働訓練を定期的に行いな

がら、知識と技術の取得、連携強化、防災意

識の向上に努めていきたい。 
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別表１ 【２０２４年度 自衛消防隊編成表 ４月作成】 

　　　　２０２4年度 自 衛 消 防 隊 編 成 表      いこまこども園       火 元 責 任 者 配 置 表

消防隊長 園長 園長（防火責任者）

副隊長 主幹

関係諸機関、園内
　　通報連絡班 A職員

への報告・通報

主として消火器の
　消火班 機器係 B職員

運用・操作

注水及び防火砂の
放水係 C職員

操作

消防隊長 現場の警戒及び
　　警備班 A職員

副隊長 飛火警戒

混乱時の整理と D職員
誘導係

園児の避難誘導 保育教諭
　避難誘導班 １８名

誘導係に協力し、
救助係 E職員

要救助児を救助

負傷児、救助児の
　　救護班 F職員

応急救護
陶芸室・園庭 A職員

1階昇降口・屋上 A職員

多目的室・職員休憩室 F職員

事務室・ホール F職員

給食室 栄養士

いちごルーム F職員 3 14 金 給食室

青2組　保育室 K職員 2 14 金 りす組

青1組　保育室 B職員 1 24 金 地震

黄2組　保育室 J職員 12 13 金 事務室

黄１組　保育室 E職員 11 29 金 いちごルーム

赤2組　保育室 I職員 10 25 金 焼き物室

赤1組　保育室 C職員 9 20 金 水害

地震

6 21 金

給食室

避難経路の確認
消防署の指導による防火

きりん組保育室 H職員
7 12 金

8 23 金

地震

園長

りす組保育室 G職員
5 17 金 西隣接「幸楽」

氏　　名 場　　所 責任者 4 26 金

避難誘導訓練予定表

防火管理者 火元責任者 月 日 曜日 想定（出火場所等） 備考
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チェックリスト
通報連絡班 避難誘導班（誘導係） 必需品班（食料係）
消防に連絡を入れる 安全な避難経路の確保 非常食の確保（ミルク含む）

緊急連絡カード 園児の安全確保 アレルギーの確認
保護者に連絡を入れる 人数確認・報告（園長へ） 配給
災害伝言ダイヤルを使用 体調、けがの確認

他クラスの避難応援
クラスの状況報告（園長へ） 必需品班（生活用品係）

消火班 →逃げ遅れ、けがなど 生活用品の確保
消火の必要な場所を確認 （オムツ・着替え・タオル・

燃えやすそうな物の移動 除菌シート・防寒具・布団・

初期消火（近くの消火器を使用） 待機班 懐中電灯・ラジオ・非常用トイレ）

お迎えを待つ時の待機場所の確保 生活用水
待機場所での子どもの見守り

警備班 保護者へ受け渡しのチェック
現場の警戒
飛火警戒
電気ブレーカーを落とす 救護班
ガスの元栓閉める 救急セットの用意

怪我をした子どもの手当
１１９番通報

避難誘導班（救助係）
逃げ遅れた子どもの確認

いこまこども園  非常食一覧                   2024/4/1 現在 

食品 個数 期限 

保管場所 

玄関

倉庫 

２F

倉庫 

保育

教材

室 

りす

組 

裏倉

庫 

長期保存パン（チョコ） 50 食×1 箱 50 個 2031/3  １箱    

長期保存パン（ミルク） 50 食×1 箱 50 個 2031/3   １箱   

紙コップパン 

ストロベリー 
24 個入×2 箱 48 個 2026/8/22   1 箱 1 箱  

紙コップパン バター 24 個入×2 箱 48 個 2026/8/22 1 箱 1 箱    

水 500ml 24 本入×９箱 2１６本 2029/1/3 3 箱 2 箱 2 箱 1 箱 2 箱 

おにぎり（わかめ） ５０個×４箱 ２００個 2029/８   ４箱   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

  

    

別表２ 【２０２４年度 自衛消防隊編成表 １１月作成】

 火元責任者配置表
２０２４年度 防火管理者 火元責任者

氏名　 場所 責任者

消防隊長 園長 園長（防火責任者） りす組保育室 O職員 　　消火器設置場所
　副隊長 主幹 きりん組保育室 P職員 1 いちごルーム

赤1組　保育室 E職員 2 なんでも室
赤2組　保育室 Q職員 3 焼き物室

通報連絡班 関係諸機関、園内 A職員 黄1組　保育室 G職員 4 玄関ホール　　
への報告・通報 B職員 黄2組　保育室 R職員 5 ホール奥（絵本コーナー側）

青1組　保育室 C職員 6 給食室（事務所側）
青2組　保育室 H職員 7 事務室

機器係 主として消火器の C職員 いちごルーム S職員 8 給食室（幸楽側）
消火班 運用・操作 D職員 園長 多目的室 9 幼児トイレ横

職員休憩室 10 幼児トイレ前
放水係 注水及び防火砂の E職員 事務室 11 幼児廊下東

操作 F職員 ホール 12 りす組（玄関側）
給食室 栄養士 13 りす組（トイレ側）

消防隊長 陶芸室 14 キュービクル（芋畑）
警備班 現場の警戒及び G職員 園庭

副隊長 飛火警戒 H職員 1階昇降口
屋上

誘導係 混乱時の整理と I職員
園児の避難誘導 J職員

関係機関連絡先 避難誘導訓練予定表
場所 電話番号 月 日 曜日 想定（出火場所等） 備考

救助係 誘導係に協力し、 K職員 生駒市市役所 ７４－１１１１ 4 26 金 地震
要救助児を救助 L職員 （こども課） （内線７７２） 5 17 金 西隣接「幸楽」

生駒市消防署本部 ７３－０１１９ 6 21 金 避難経路の確認指導に
水道局本局 ７９－２８００ よる防火消火、避難訓練

救護班 負傷児、救助児の M職員 生駒警察署 ７４－０１１０ 7 12 金 給食室
応急救護 N職員 （緊急時は１１０） 8 23 金 地震

災害伝言ダイヤル １７１（局番なし） 9 20 金 水害
法人本部 0743－74－1172 10 25 金 焼き物室

食料班 非常食の管理と配給 O職員 11 29 金 いちごルーム
備品班 P職員 12 13 金 事務室

生活用品班 生活用品の管理と配給 Q職員 いこまこども園 1 24 金 地震
R職員 〒630-0245　　生駒市北新町2‐11 2 14 金 りす組

☎0743‐73‐2474 3 14 金 給食室

自 衛 消 防 隊 編 成 表  いこまこども園

避難誘導班
待機班

S職員

S職員

A職員

A職員
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こどもとともに生い立ちに向き合うⅢ 

～ライフストーリーワークに取り組んだ 10年～ 

松本冴加（児童養護施設 愛染寮） 

 

 

Ⅰ.はじめに 

 近年、児童養護施設では、高齢児になっ

てからの入所（図 1）や、虐待を理由とす

る入所が増えている（図 2-1,2-2）。また、

親の生活状況が複雑化していることが多

く、その複雑さからこども自身も入所理由

を間違えて認識をしていたり、自分や親の

生い立ちについて知らなかったりすること

も多い。愛染寮においても同様の傾向が生

じ、そのこどもたちへの対応に難しさを感

じる職員が多くなったように見受けられ

た。 

 
（旧厚生労働省子ども家庭局 

「児童養護施設入所児童等調査の概要」） 

 さらに、日本が 1994 年に批准した「こ

どもの権利条約」の中で、こどもが出自を

知る権利の保障が明記され、また児童養護

施設運営指針に、こどもが未来に向かうた 
 

 
 

 

 

 
めには、過去を受け入れ自分の物語を形成

することの重要さが記載され、こどもの発

達に応じ、自身の出生・生い立ち・家族状

況について可能な限り事実を伝えるように

との内容が制定された 1。 

12 13.9
15.8 17.4

0

10

20

2008 2013 2018 2023

図1 入所時の年齢が12歳以上のこども

の割合

父母の

死亡

36%

父母行方

不明

29%

経済的

34%

その他

1%

図2-1 愛染寮の入所理由

1946～1951年

虐待

30%

養育困難

53%

疾病・入院

2%

拘禁

2%

その他

13%

図2-2 愛染寮の入所理由

2024年度

(n=49)

(％) 

(n=70) 
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 こういった点も踏まえ、愛染寮では 10
年前から、こどもとともに生い立ちを整理

するライフストーリーワーク（以下

「LSW」と言う。）の取り組みを始めた。 
 
Ⅱ.LSW とは？ 

 LSW は元々イギリスでライフストーリ

ーワークブックとして出版されていた。そ

こに、当時、生殖補助医療によって生まれ

たこどもの研究を重ねていた才村眞理氏 2

が、その有用性に着目し、日本に導入する 
ために大阪で研究会を立ち上げ、ライフス

トーリーブックの日本版を作成した(1)。愛

染寮では、この日本版を参照に実施してい

る。 
LSW とは簡潔に言えば、こどもの生い立

ちの整理である。LSW の特徴として、大

人が一方的に伝える真実告知とは違い、こ

どもとともに、様々なワーク（図 3）(2)や

写真の整理等を通してゆっくりと現在の自

分や、過去の自分を振り返りながら、未来

へと繋いでいく取り組みである点が挙げら

れる（図 4）。 
 

 

 

図 3 こどもとのワーク例「わたしがすきなこ

と！」 

 
1 児童養護施設運営指針, 第Ⅱ部 4．（1）③「こどもの発達に応じて、こども自身の出生や生い立ち、家族
の状況について、こどもに適切に知らせる。」 
2 元帝塚山大学教授，ライフストーリー相談室主宰 

 
 図 4 LSW イメージ図（施設内研修資料より） 

 
Ⅲ.愛染寮における LSW の経過 

（１）LSW の取り組みの経過 
2014 年、才村眞理氏をスーパーバイザ

ーとして、奈良県ライフストーリーワーク

研究会が立ち上がり、愛染寮も参加した。

そして、2015 年から実際にこどもへの

LSW の実施を始めた。その後、実施者や

臨床心理士を含めて LSW 委員会を立ち上

げ、バックアップ体制や研修体制も整え

た。 
（２）過去の実績 
実施期間は、2015 年～現在まで。実施

人数は、年間 1～2 人実施し、のべ 18 人

である。 
 内訳）高校生…5 人 

中学生…2 人 
小学生…8 人 
幼児…3 人 

（３）実施するこどもの選定方法 
毎年、大人から実施のニーズがあるかど

うか調査をするため、LSW 委員会より、

ホーム別で実施検討用紙を記入してもら

う。また、こどもからのニーズも知るため

過去のわたし 

今のわたし 

未来のわたし 
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に、こどもと一緒に作成する自立支援計画

書の中で「自身の入所理由を知っている

か」の質問項目を設定し、知らない場合は

そこで入所理由を知りたいかどうかも聞

き、こどもからニーズがあるか調査する。 
大人とこどもの両方からのニーズ調査を

基に、LSW 委員会でその年度に実施する

こどもの選定を行う。 
 
Ⅳ.経過 

 愛染寮では、これまで LSW についての

ポスターを 2 回発表した。第 20 回法人研

究ポスター発表では、2 年間 LSW に取り

組んで、職員の意識やこどもとの関わりに

変化があったのかを明らかにする目的でア

ンケートとインタビューを行った。その結

果、LSW という一つのプログラムを取り

入れたことにより、職員の日常の関わり方

や新しい取り組みに広がりができたことが

分かった。 
第 26 回法人研究ポスター発表では、8

年の間に LSW を実施したこどもに自由記

述アンケートとインタビューを行った。そ

の結果、LSW を実施したこどもは、全員

がやって良かったと回答し、こどもの存在

感や人生をこどもも職員もともに肯定し、

よりよく生きる力を育てる関わりの一つに

なっているということが分かった。 
 

Ⅴ.本研究の目的 

 Ⅳ.で示した 2 回のポスター発表の調査

結果を踏まえて、こどもと直接関わる職員

とこどもを対象に、アンケート及びインタ

ビューを通して、現在の愛染寮における

LSW の意識と今後の課題について明らか

にすることを目的とする。 
 
 
 

Ⅵ.研究１ 職員の意識アンケート 

（１）対象 
こどもと直接関わる職員 29 人 

（２）方法 
Google フォーム入力式による選択及び

記述アンケートの実施（2024 年 9 月～10
月）（表 1）。 
表 1 質問項目

 

 
 
 

質問項目 

Q1.勤続年数 
Q2.職種 
Q3.今までに LSW を学んだことがありますか？（選
択） 
Q4.今までに LSW の実施者や付添人をしたことがあ
りますか？（選択） 
Q5.あなたは LSW についてどれくらい知っています
か？（選択） 
Q6.愛染寮でこどもたちに LSW を実施する必要性が
あると思いますか？（選択） 
Q7-1.あなたは今後実施者としてこどもに LSW を実
施したいと思いますか？（選択） 
Q7-2.その理由を教えてください。（記述） 
Q8-1.LSW の実施者以外の方法で積極的に関わりた
いと思いますか？（選択） 
Q8-2.その選択についてもう少し教えてください。
（記述） 
Q9-1.日常業務やこどもとの関わりの中で、LSW を
意識していることはありますか？ 
Q9-2.その理由を教えてください。（記述） 
Q10.LSW を一言でいうと？！（記述） 
Q11.今後も LSW を実施するにあたって課題はなん
だと思いますか？（記述） 
Q12-1.LSW を実施した子について、実施する前と後
とで変化は感じましたか？（選択） 
Q12-2.「変化あり」を選択した人はどんな変化を感
じたか書いてください。（記述） 
Q13.LSW を実施した、またはしている子について、
実施期間中に気になったり印象に残ったりしている
ことはありますか？（記述） 
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（３）結果 
1)実施者・付添人の経験について 
「今まで LSW の実施者や付添人をしたこ

とがありますか？」という質問に対して、

実施者の経験者は 3 人。付添人または、単

回ゲストの経験者は、11 人（実施者と重

複あり）であった。実施者について、8 年

前は 2 人であった。8 年経っても実施者は

1 人しか増えず、実施者の数が少ないのが

現状である。 
2)LSW の周知度について 
「あなたは、LSW についてどのくらい知

っていますか？」という質問に対して「と

ってもよく知っている」「どちらかと言え

ば知っている」と答えた人が、約 93％。

「どちらかと言えば知らない」と答えた人

が約 7％であった。8 年前は、「知ってい

る」と答えた人は、約 48％であった。こ

の間、施設内では、新任研修の一部にも取

り入れてもらい、年に 1～2 回の職員研修

のテーマとしても取り上げ、さらに施設外

の基礎研修（県事業）にも積極的に職員の

参加を促してきた。これらの取り組みによ

って、周知されるに至ったと思われる。 
3)こどもたちへの LSW の必要性について 
「愛染寮でこどもたちに LSW をする必要

性があると思われますか？」という質問に

対して「とても必要である」が約 93.3％
「どちらかというと必要である」が 
約 6.7％であった。8 年前は、「とても必

要」が約 87％、「どちらかといえば必要で

ある」が約 13％であった。以前からこど

もたちへの LSW の必要性は、全職員が感

じていたことがわかる。 
4)実施者について 

図 5 にあるように、1 年～3 年未満およ

び 15 年以上の職員は、実施者として「実

施したい」という人が多い。一方で 3 年 

 
～15 年未満の職員は、「実施したいが、難

しい」「したいと思わない」と答えた人が

大部分を占める。 
実施者をしたい理由としては、こどもに

必要なことである、あるいは、こどもをよ

り理解したいということが挙げられてい

る。一方で難しい理由としては、知識不

足・経験不足・勤務の問題が挙げられてい

る。確かに LSW は必要性は高いが、実施

にあたって、こどものニーズや心理的状況

を鑑みながら実施する必要がある。つま

り、誰でもやればいいという訳ではないこ

とも、研修ごとに伝えてきたことである。

そして 3 年を超えてくると、責任も多くな

り、業務の幅も広がり、負担が大きくなり

余裕がなくなることも要因と考えられる。 
5)LSW に積極的に関わりたいか 
「LSW の実施者以外の方法で積極的に

関わりたいと思いますか？」という質問に

対して「関わりたい」「無理ない範囲で関

わりたい」と答えた人が約 97％、「関わり

たくない」と答えた人が約 3％であった。 
 
 

 
 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1年～3年未満

3年～5年未満

5年～10年未満

10年～15年未満

15年以上

図5 実施者として実施したいか

実施したい 実施したいが難しい

したいと思わない

(n=29)
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図 6 にあるように、「付き添い・ゲス

ト・訪問付き添いをしたい」という答え

は、こどもとともに取り組みたいという思

いの表れであると考えられる。また、「こ

どもの様子を伝える・普段の関わり・こど

ものフォローをしたい」という答えは、日

常場面で支えたいということである。それ

は、LSW に取り組むことは、決して楽し

いことばかりでなく、こどもの負担や動揺

になることが十分にあり、日常生活に影響

することもあるという重要な点が職員全体

に周知され、そこへのフォローも必要だと

認識されている表れだと考えられる。 
 

6)日常で LSW を意識しているか 
「日常業務やこどもとの関りの中で、

LSW を意識していることはあります

か？」という質問に対して全員が「意識し 
ている」と答えた。8 年前は、日常的に意

識している職員は、約 53％であった。 
意識している内容としては、「話し 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

やすい雰囲気づくり」や「こどもから話が

あればきちんと聞く」「誕生日を意識して

祝う」「記録を残す」などが挙げられた。

特に、していることは無いと答えた人で

も、これらのことはしていると答えた。 
 

7)実施前後でこどもの変化はあったか 
図 7 にあるように、約 69％の人が、「変

化があった」と感じていた。どんな変化が

あったかは、表 2 に示す。 
 

 

変化あり

69%

変化なし

14%

どの子かわか

らない

17%

図7 こどもの変化 (n=29)

0 2 4 6 8 10 12 14

付き添い

ゲスト

訪問つきそい

写真・アルバム準備

エピソード・コメント提供

保護者聞き取り

子どもの様子を伝える

普段の関わり

子どものフォロー

プログラムの組み立て

食に関すること

なんでも全部

図6 LSWに関わりたい内容

関わりたい 無理なく

(単位：人）
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表 2 どのような変化があったか 

（単位：人） 

家族の話ができるようになった 6 

親のことを割り切れるようになった 4 

将来の話が増えた 2 

自分を応援する存在を知った 1 

家族に気を遣う（経済的に） 1 

自分の意見を発言するようになった 1 

自分のことを気にするようになった 1 

他の子たちも LSW の存在を知る 1 

表情が明るくなった 1 

振り返りができてこどもも大人も満足 1 

この変化のうち、「家族の話をするよう

になった」「自分の意見を言えるようにな

った」「表情が明るくなった」などは、自

信を持てるようになったと思われる。ま

た、「親のことを割り切れるようになっ

た」「家族に気を遣うようになった」など

は、こどもが親と適切な距離を取れるよう

になったと考えられる。「将来の話を出来

るようになった」ということも、今の自分

に自信を持てるようになったからと思われ

る。 
（４）考察 
こどもへの LSW 必要性については、全

職員が必要と感じている。ただ、実施者と

して実施したいかというと、日常業務の負

担や責任感との兼ね合いで難しい部分があ

る事が分かった。それが、この 8 年間実施

者が 2 人から 3 人へ、1 人しか増えなかっ

た要因であるかもしれない。ただ、実施者

に限らない関わり方は、広がってきてお

り、写真やエピソードの準備、保護者から

の情報収集が出来ると考える職員は多くい

る。あるいは、普段のこどもの様子を伝え

るなど、日常的なフォローをしたいと考え

る職員もいる。そして何よりも LSW をし

ているこどもに寄り添いたいと思う職員が

多くいる。このように、様々な形で多くの

職員が LSW を実施しているこどもを支え

ようとする意識が広がっていることが分か

った。 
また、日常生活上で LSW を意識してい

る職員は、8 年前は、約 53％であったが、

現在は全職員が意識していると答えた。こ

れは、8 年間の取り組みの成果だと思われ

る。その具体的な内容としては、話しやす

い雰囲気づくりや誕生日を祝うこと、記録

を残すことなどであった。ただ、特にして

いないと答えた職員もこれらのことをして

いると答えていた。これらのことも LSW
の一部であるという意識づくりは、今後の

課題である。 
LSW を実施したこどもの変化について

は、約 69％の職員が変化を感じた。その

変化の内容については、家族の話を出来る

ようになる、自分の意見を言えるようにな

るなど、自信を持てるようになったと考え

られる変化である。また、将来の話が出来

るようになったことも、自信を持ったから

であると思われる。また、親のことを割り

切れるようになる、家族に気を使えるよう

になるのも、こどもが親と適切な距離を取

れるようになったと思われる。つまり、

LSW の経験を通し、自分に自信を持てる

ようになり、家族や周囲と適切に付き合え

るようになる可能性があることが分かっ

た。 
 
Ⅶ.研究 2 実施したこどもへのインタビ

ュー 

（１）対象 
退所したこどもも含め、今まで実施した

こども 12 人（家庭引き取りなどで、イン

タビューできないこどももいるため、実際

の実施人数とは異なる。） 
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内訳）小学生…3 人／中学生…5 人／社会

人…4 人 
（２）方法 
対面または電話でのこどもへの個別イン

タビュー 
（３） 結果 
1)LSW の説明時について 
「LSW について説明され、実施すると

聞いたとき、どう思いましたか？」という

質問に対して、「なにそれ？」「覚えていな

い」という答えが、約 60％であった。ま

た、「面倒くさい」「不安」という答えは、

約 29％であった。「楽しみ」と答えた子

は、約 8％いた。 
2)LSW 実施中の気持ち 

「LSW をやっているとき、どんな気持

ちでしたか？」という質問に対して、「楽

しかった」「懐かしかった」が約 50％であ

った。残り半数には、「緊張した」や「何

やってるんやろ？」という疑問、「悲し

い」「疲れた」などの様々な気持ちが出

た。（図 8）

 
 
 
 
 

3)印象に残った回 

 
「LSW を実施する中で、一番印象に残っ

た回はどの回ですか？」という質問に対し

ては、「担当職員から、昔のエピソードや

手紙をもらったのが印象に残った」という

答えが最も多かった。（図 9） 
 

4)LSW をやり終えた時の気持ち 
「ただ単に終わった」と思ったこどもが

約 42％。「やっと終わった」と思ったこど

もが約 33％いた。 
 

5)LSW を振り返って 
「やって良かった」と答えたこどもが 

約 92％。「まだ気になる」「またしたい」

など答えたこどもは約 67％。「もうしたく

ない」というこどもも約 17％いた。ま

た、他の子もやったらいいという子どもも

約 17％いた。（図 10） 

楽しかった

28%

懐かしかった

22%緊張，楽しくない

17%

嫌じゃなかっ

た，普通

11%

何やってるんやろ？

5%

悲しかった

5%

つかれた

6%

覚えていない

6%

図8 実施中の気持ち (n=29)

0 2 4 6 8 10

昔のエピソード，手紙

昔の職員に会った

覚えていない

入所理由

家の話

写真選び

楽しい思い出の時期

図9 印象に残った回（こども）

(単位：人）
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（４）考察 

以上の結果からは、LSW を始める前

は、何のことか分からないという子や、不

安を感じるという子が多い。ところが、実

際に始めて見ると、楽しさや懐かしさを、

大部分の子が感じている。しかし、楽しい

だけでなく、緊張や疑問や悲しさなど同時

に感じていることも考えられた。また、印

象に残った回としては、昔のエピソードを

知った回が最も印象に残ったと答えたこど

もが一番多かった。こどもにとって入所は

家庭から切り離されるという傷つき体験だ

と考えがちな職員にとって予想外であっ

た。しかし、当時を直接知る人から、その

時の様子を聞くことで、自分自身が生きて

いる証を知ることが出来ることがこども達

にとって何よりもうれしい体験であるとい

うことが改めてわかる。 
そして、終了を迎えた時には、大きな感

情の変化はなく、ただ終わった、やっと終

わったと感じる子が大多数であった。そこ

からは、LSW がただ単に楽しいや懐かし

い思い出を振り返るだけのものではなく、

一つの人生をもう一度体験しなおすという

程の大きな出来事になっている可能性が考

えられる。 

また、やって良かったというこどもが 
約 92％いたという結果は、こどもたち

にとって、自分の人生を知るということ

が、どれほど大切なことだということか改

めてわかる。 
さらに、他の子もやったらいいと答えた

子が、約 17％いたが、退所後数年経った

子たちである。ある子は、寂しくなった時

に LSW ブックを見て支えにし、また、あ

る子は、社会に出てからでは、自分の過去

を知ることが出来ないということに気付

き、施設にいる間にしかできないからこそ

やるべきと考えた様であった。やはり、

LSW は施設にいる間にすることが、非常

に大切だということが考えられる。 
 
Ⅷ.研究３ こども達のニーズ調査 

（１）対象 
幼児…9 人 
小学生…20 人 
中学生・高校生…10 人 
（２）方法 
絵本「しりたいな しりたいな」（大阪

ライフストーリーワーク研究会）を読み聞

かせ後、インタビューを実施 
※小学生・中学生・高学生は、3～7 人ず

つのグループで実施。幼児は、1 人または

2 人ずつで実施した。 

    

 
 
 
 
 

質問項目 

①今まで自分のルーツについて知りたいと思ったこと

はあったか？ 

②主人公のように自分のルーツを知りたいと思うか？

または、LSWをしてみたいか？ 

図 10 振り返って 
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（３）結果 
1）質問①について 
知りたいと思っ

たことがある 
回答例 

幼児 4 人 ・ある 
小学生 6 人 ・おうちどこかなって思った 

・ママはどこへ行ったのか 
・なんでここ（施設）にいるんや

ろ？ 
中高生 2 人 ・知りたいと思ったことはあった 

・何でここにいてるんやろ？ 

 
2）質問②について 

 
3）自分のルーツや LSW へのニーズにつ

いて 
「知りたいと思ったことがある」または

「絵本を読んで知りたいと思った」 
…約 49％ 

「知りたいと思わない」…約 41％ 
 

（４） 考察 

結果 3)に示すように、約 49％のこども

が、どこかで知りたいと思っていたり、絵

本をきっかけに知りたいと思うようになっ

たりしていることが分かった。一方で知り

たくないとの回答をしたこどもが約 41％
もいた。これについては、現在の施設生活

での安定感に乏しかったり、家庭状況がま

さに変動している最中であったりする子が

多いように見受けられる。つまり、こども

が知りたいと思うためには、安心できる生

活環境が必要と思われる。やはり、安心で

きる環境づくりがいかに重要かを改めて感

じた。 
 
Ⅸ.総合考察 

（１）研究 1:職員の意識アンケートより 

 こどもへの LSW の必要性については、

全職員が必要と感じていることが明らかに

なった。ただ、実施者として実施する場合

は、日常業務や責任感の兼ね合いで難しい

部分があることもわかった。そして、実施

者に限らず、LSW に対して様々な形での

協力や実施しているこどもに寄り添いたい

と思う職員が多いこともわかった。また、

日常生活上の LSW について、意識をして

いる職員は、8 年前は 53％であったが、現

在は、全職員となっている。これは、

「日々の関わりとライフストーリーワーク

～施設職員活用ツール～」(3)などを用いて

研修を行うなどした、8 年間の取り組みの

成果だと思われる。 
LSW を実施したこどもについては、約

67％の職員が変化を感じている。その変化

とは、家族の話や自分の意見を言えるよう

になったり、親のことを割り切れるように

なったりしたことが挙げられている。つま

り、LSW の経験を通し、自分に自信を持

てるようになり、家族や周囲と適切に付き

合えるようになることが分かった。 
（２）研究 2：実施したこどもへのアンケ

ートより 

LSW について、はじめはわからなかっ

たが、実際に始めてみると、楽しさや懐か

しさを感じる子が大部分になることと同時

に、緊張や疑問、悲しさも感じていること

もわかった。 
また、印象に残った回としては、予想と

は違い、昔のエピソードを知った回が最も

知りたい・LSW

をしてみたい 
回答例 

幼児 7 人 ・赤ちゃんの時の写真見たい 
・聞いてみたい 
・やったことないから１回してみ

たい。 
小学生 10 人 ・未来のことをやってみたい 

・過去と未来やってみたい 
・知りたい 

中高生 2 人 ・幼稚園を知りたい         
・知りたいと思う 
・またやってみたい 
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印象に残ったという結果になった。こども

たちにとって、当時を直接知る人からその

当時の様子を聞くことは、自分自身が生き

ている証を知ることになり、何よりもうれ

しい体験であるということが考えられた。 
そして、終了を迎えたときに大きな感情

の変化はなく、ただ終った、やっと終わっ

たと感じている子が大多数で、これは

LSW が一つの人生をもう一度体験しなお

すという程の大きな出来事になっている可

能性が考えられた。 
最後にやってよかったというこどもが 

約 92％という結果は、自分の人生を知る

ことの大切さが、改めてわかり LSW は施

設にいる間にすることが非常に大切だとい

うことが考えられる。 
（３）研究 3：こどもたちのニーズ調査 
約 49％の子が、自分のルーツについて

どこかで知りたいと思っていることが分か

った。一方で知りたくないというこども

も、予想以上に多かったことからは、こど

もが知りたいと思うためには、安心できる

環境が必要と思われる。やはり、安心でき

る環境づくりが重要だと改めて感じた。 
 

Ⅹ.まとめと今後の課題 

愛染寮では、2015 年より LSW の実施

を始め、その後、施設内で委員会を立ち上

げ、施設内で普及させる取り組みをしてき

た。今回の調査を通じて、委員会の活動が

実になってきていることを感じると同時

に、課題も見えてきた。 
研究 1「職員の意識調査」からは、全職

員が LSW の必要性を感じるようになった

一方で、実施者が増えない現状であること

が改めて浮き彫りになった。職員アンケー

トの中で、今後の課題はなにか？という質

問でも、多くの人が、実施者の少なさを挙

げていた。必要性は感じているが、実施者

が少ないことで、LSW をしてあげたい

が、してあげられないという現状である。

今後、実施者を増やしていくには、どのよ

うな工夫が必要なのか、今回見えてきた課

題をもとに考えていきたい。 
また、日常生活上で LSW を意識してい

る職員が全職員になったことは、大きな成

果である。一方で特に意識していないと答

えた職員の中にも、実際にしていること

は、LSW 的であることが多々あった。つ

まり、自分でしていることが LSW に繋が

ることだと気づいていないわけである。日

ごろの何気ない関わりの中でも LSW の関

わりができる、という意識づくりをさらに

進めるためにどうするのかが、今後の課題

であると感じた。 
研究 2「実施したこどもへのインタビュ

ー」からは、こどもたちが、一番印象に残

っているという回が、思い出を振り返る回

であったことは、その体験がアイデンティ

ティの形成になり、何よりもうれしい体験

になることが分かった。また、嬉しいだけ

でなく、不安や悲しさなど様々な感情を感

じていたことも分かり、今後も、実施して

いく中で、こどもの気持ちに寄り添いなが

ら、こどもとともに生い立ちに向き合うこ

とを忘れないようにしなければいけないと

感じた。 
研究 3「こどもたちのニーズ調査」につ

いては、約 49％こどもにニーズがあるこ

とが分かった一方で、知りたくないと感じ

ているこどもも一定数いることも明らかに

なった。職員としては、できるだけ LSW
の実施をしてあげたいと思ってしまうが、

こどものペースを最優先に考えることも忘

れてはいけないことを改めて感じた。ま

た、こどもたちが生い立ちに向きあいたい
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と思えるようになるためにも、安心できる

生活環境作りを心掛けることが課題の一つ

である。 
  
 最後に、LSW を実施することは、こど

もにとっても、職員にとっても必要な取り

組みだということが、全職員の共通認識に

なっていることが分かった。また、こども

にとって大切な取り組みとなるものである

が、楽しいだけではなく、不安や悲しさを

引き起こすものであることも明らかになっ

た。そのため、こどもの安全・安心が保障

される環境の中で、サポートを受けなが

ら、実施する必要があることも分かった。

したがって、愛染寮にいる間に、安心でき

る環境で、信頼できる職員とともに、生い

立ちに向き合うことが大切であると考え

る。 
生い立ちの整理は、自分のアイデンティ

ティを形成することになり、こどもが自分

の存在に自信を持つことになる取り組みに

なっている。LSW をすることで、愛染寮

を巣立ち、社会を出た後の生きる力になる

ことを信じ、これからも取り組みを続けて

いきたい。 
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プロフィール 

清 水 益 治（しみずますはる） 

 

 

学歴 

 奈良教育大学 教育学部 小学校教員養成課程 心理学専攻 卒業 

 広島大学大学院 教育学研究科 学習開発専攻 修了 博士（教育学） 

 

職歴 

 奈良保育学院講師、大阪樟蔭女子大学助教授、神戸女子大学准教授を経て、 

 現在、帝塚山大学教授 

 

主な著書 

「図形の大きさの比較判断に関する発達的研究」 風間書房 

「保育心理学」「保育の心理学Ⅱ」「0 歳～12 歳児の発達と学び：保幼小の連携と接続に向けて」 

「21 世紀の学びを創る：学習開発学の展開」「子どもの理解と援助」（いずれも共編著） 北大路書房 

「保育の心理学Ⅰ」「保育の心理学Ⅱ」「保育士等キャリアアップ研修テキスト 幼児教育」（いずれも

共編著） 中央法規 

「最新保育士養成講座 第 6 巻 子どもの発達理解と援助」（共著） 全国社会福祉協議会 

 

専門 

 認知心理学・保育心理学 

 

主な社会的活動 

 生駒市子ども・子育て会議 会長 

 社会保障審議会児童部会保育専門委員会委員（保育所保育指針の改定にかかわる） 

 ［平成 27 年 12 月４日～平成 29 年 12 月３日］ 
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ポスターは会場に掲示するほか、Web でご覧いただけます。 

「第２８回宝山寺福祉事業団研究発表会特設ページ」 

https://hozanji-wel.org/publicrelations/research/28th-workshop/ 

 

 

サービス改善分野 

No. 施設名 発表タイトル 発表者 

1 愛染寮 子どもへの SNS の取り組み（自分の身を

守るために） 

井川楓莉 

2 いこま乳児院 生い立ちを語るアルバムをつくろう 

〜LSW に繋げるために〜 

江頭唯・通山夢未・ 

山下純子 

3 極楽坊あすか 

こども園 

食育活動の再検討 

～地域の方と連携した栽培活動を中心と

して～ 

辻森萌・古城祐佳 

4 あすかの保育園 自分でしたい！が叶う環境づくり 

〜1 歳児の給食コーナー〜 

溝口由里菜・濱口沙夜香 

5 特別養護老人ホー

ム梅寿荘・養護老

人ホーム梅寿荘 

排泄最優先の原則 

～スキントラブル解消なるか？～ 

喜多蘭・辻村万希・ 

勝田大葵・岡本唯哉・ 

林篤世 

6 生駒市梅寿荘地域

包括支援センター 

高齢者の水分摂取について 

～補給のコツやすすめ方の工夫～ 

長谷川香織 

7 老人総合福祉施設

あくなみ苑 

選択食でいつもの食事を楽しみな食事へ 

～あの頃の忘れられない味を食べられたら～ 

井上悟・馬渡清美 

8 特別養護 

老人ホーム延寿 

座圧測定 西本幸代・今中亮平・ 

中森弦介 

ポスター発表 

  …サービス改善分野    …業務改善分野    …地域連携活動分野 
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業務改善分野 

No. 施設名 発表タイトル 発表者 

9 いこま乳児保育園 スピーディな情報共有 大高優・田村佳奈子・ 

竹田月子 

10 はあとぽーと 

梅寿荘 

ヘルパー同士の情報共有 

〜伝える力、読み取る力をつける〜 

奥垣洋子 

 

地域連携活動分野 

No. 施設名 発表タイトル 発表者 

11 発達障害者支援 

センターでぃあー 

Q-SACCS で地域支援を見える化しません

か？ 

菅原史登 
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組織活力アップ分野 

1 
子どもへの SNS の取り組み（自分の身を守るために） 

井川楓莉（愛染寮） 

 

愛染寮では平成 28 年、入所している高校生からスマートフォンを持ちたいという声があり、児

童と職員で話し合いを重ねてきた。当時から SNS トラブルが問題視されていた為、自分の身を守

るべく SNS 研修を行い、危険性を理解した上で、スマートフォンを持つようになった。近年、小中

学校からタブレットを支給されたり、愛染寮内でも小学４年生以上がパソコンを使用したり、SNS

に触れる機会が増えている。その為、年齢に合った内容で SNS 研修プログラムを作成し、取り組

んでいる。 

子ども達がSNS研修の内容を理解しているかを測るため、小学４年以上の児童を対象にアンケ

ートを取り、職員には児童の SNS 研修後の SNS に対する意識の変化についてアンケートを取っ

た。 

児童からは、ネットの危険性を知るいい機会になったという声と SNS についての正しい知識を

職員にも知ってほしいという声が上がった。そして全員、身を守ることに繋がったと答えた。 

職員からは、SNS 研修の内容は事例を出しており危険性が伝わりやすいという声がある反面、

子どもの発達特性を考え、視覚的に分かりやすく伝えた方がいいという意見も出た。 

SNS 研修を実施してきた過程と、これからの課題はポスターをご覧ください。 

 

 

2 
生い立ちを語るアルバムをつくろう ～LSW に繋げるために～ 

江頭 唯・通山 夢未・山下 純子（いこま乳児院） 

 

乳児院の子どもたちにとって、個人アルバムは成長と生活の記録であり、自分の生い立ちを振

り返る際に開く大切なものである。近年児童養護施設等で取り組まれているライフストーリーワー

ク（LSW）でも活用されている。 

一方、当院のアルバム作成マニュアルには LSW を視野に入れた目的設定が無かった為、誰の為

に、何の為にアルバムを作るのかが不明確であった。 

そこで、保育者全員が LSW 研修を受講し、従来のアルバム作りを振り返る機会を設け、研修前

後にアンケートを実施し、既存のマニュアル等を見直した。 

取り組みの結果、アルバムについて保育者間で話し合う機会が増えたことで、研修後に作成した

個人アルバムでは、子どものその時特有の行動や言葉の記録が増える、面会時の雰囲気が分か

アブストラクト  
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る写真が増える等、より子どもの様子が振り返り易くなる工夫が多く見られた。今後も乳児院で暮

らす子どもたちの生い立ちを語る記録の在り方について模索していきたい。 

 

 

3 
食育活動の再検討 ～地域の方と連携した栽培活動を中心として～ 

辻森萌・古城祐佳（極楽坊あすかこども園） 
 

極楽坊あすかこども園では食育活動を通じて、子どもたちがより食材に関心を持ち、食べる意

欲をもつことを目指して活動内容の再検討を行った。中でも栽培活動に着目し、内容を充実させ

られるよう、地域の方と連携しながら活動を進めた。以前は栽培活動の回数が年度によって違

い、収穫以外の体験も少なかったが、提案や助言を受けたことで、栽培する野菜の種類が増加

し、1 年を通じて畑で活動が行えるようになった。さらに、栽培に詳しい方が関わってくださったこ

とで、子どもたちが新たなことに気づく機会が増え、「さつまいものつるの調理」「かぶの間引き」と

いった新しい活動も取り入れることができた。様々な体験を積み重ねる中で、栽培に関する話題

が増え、野菜をテーマにした制作を作品展で展示する学年もあった。今回の取り組みは、子どもた

ちの食材への関心を高め、野菜を食べたいという気持ちを育むことにつながった。 

 

 

4 
自分でしたい！が叶う環境づくり ～１歳児の給食コーナー～ 

溝口由里菜・濱口沙夜香（あすかの保育園） 

 

１歳児の子どもたちは自我が芽生え、自己主張が増え、なんでも自分でしてみたくなる。保育園

での給食時には、「保育士がエプロンをつける⇒食事をする⇒おしぼりで口を拭く⇒新しい服に

着替える」という流れがある。４月当初は保育士が援助を行うことが多かったが、少しずつ保育士

の姿を真似してエプロンやおしぼりを自分で取ろうとする姿が顕著になってきた。 

そこで、エプロンやおしぼり入れに個人マークをつけることや、ウォールポケットを使って子ども

の目線に合わせて設置するなど、子どもたちが自分たちで用意しやすいように環境を工夫した。 

その結果、子どもたちにとっての導線がよくなり、自分でできることが増えた。また、子どもが保

育士の援助を待つ時間が無くなり、保育士にも余裕ができ一人ひとりとゆったりとかかわることに

繋がった。 
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5 
排泄最優先の原則 ～スキントラブル解消なるか？～ 

喜多蘭・辻村万希・勝田大葵・岡本唯哉（特別養護老人ホーム梅寿荘）・ 

林篤世（養護老人ホーム梅寿荘）  
 

私たち梅寿荘では、排せつケアに関する技術向上とサービス改善のため、2020 年から排泄委

員会を立ち上げ、活動してきました。おむつ用品の業者の方（リブドゥコーポレーション）にも委員

会に参加いただき、オムツ用品を個々のご利用者にあったサイズ、種類を精査して提供したり、排

せつ用品を正しい当て方で使用できるよう手技の確認をしたり、スキントラブル予防についての学

びや、排せつのメカニズムに関する学び、陰部洗浄方法や、拘縮のある方々への安全な介助方法

などについて学び、発信し、チームで実践できるよう取り組んでまいりました。今回のポスター発

表では、スキントラブルを起こしやすいご利用者の事例検討・分析を通して、様々な課題の発見と、

今後の展望について学ぶ機会となりました。排泄最優先の原則の再確認と、スキントラブルを未然

に防ぐプロセスについて、施設としてチームケアで取り組んでゆけるよう、今後も発信を続けてゆ

きます。 

 

 

6 
高齢者の水分摂取について ～補給のコツやすすめ方の工夫～ 

長谷川香織（生駒市梅寿荘地域包括支援センター） 

 

水分摂取の必要性は、近年の猛暑日が続くような環境の変化や、認知症・脳血管障害を引き起

こす誘因となりうる健康面の観点からもその重要性が問われ、報道などでも誰もが知るところとな

っています。私たちが関わりを持っている高齢の方々へは、実際にどれくらいの水分量を摂取され

ているのか、また水分摂取の重要性をどう意識されているのか、個別にケアプラン作成時に聞き

取りを実施しアドバイスを行っています。しかしその結果を活用して、水分摂取についての啓発を

検討してみたことはありませんでした。  

 

そこで今回、支援継続中の 100 名に聞き取りした結果を集め、それを基に実際に摂取されて

いる水分量や種類、水分摂取の場面で見えてきた実態を一旦整理して、補給のコツやすすめ方の

工夫など、今後地域での啓発アプローチに繋げていくことができればと考えました。   
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7 

選択食でいつもの食事を楽しみな食事へ 

～あの頃の忘れられない味を食べられたら～ 

井上悟・馬渡清美（老人総合福祉施設あくなみ苑） 

 

生きる為には欠かせない日々の食事、その大切な毎日の食事を単に生きる為にだけではなく、

少しでも豊かで楽しい生活を維持できるよう、素敵で楽しみなものにできないかと考えました。利

用者様の忘れられないあの時の味、旅行先で食べた思い出の食事、自身の出身地の郷土料理を

食べる事ができないか、この様な想いを食べる楽しみとして、もっと喜んで頂きたいと思い、選択

食を開始することになりました。利用者様からお話を伺うと、昔住んでいた土地の郷土料理の話

や社員旅行で食べたあの味が忘れられない、といったお話から選択食の献立を決めました。食後

にアンケート調査を行い、9 割以上の人が満足されている結果となり、利用者様から選択食が好

評である事がわかりました。また、焼き鯖の煮つけが一番美味しかった。あっさりしていてとても美

味しかった。昔を思い出して少しほっこりした。などのお話しを聞き職員も選択食を通じて利用者

様とコミュニケーションを深めることができました。今後も選択食を通じて豊かで楽しい生活を提

供して行きたいと思います。 

 

 

8 
座圧測定 

西本幸代・今中亮平・中森弦介（特別養護老人ホーム延寿） 

 

2016 年にシーティング委員会が発足して以来、姿勢が崩れている利用者様を安楽な姿勢で

過ごして頂き、表皮剥離や褥瘡を予防していくにはどのようにすれば良いかを検討し、改善を進

めて参りました。職員の意識が高くなる一方、経験・感覚などにより差が生じるようになりました。

そこで、「体圧の見える可」が行える座圧測定器を導入することになりました。今まで行っていたシ

ーティング・ポジショニングが利用者様にとって、安楽な姿勢かどうか座圧測定器を使って画像で

確認でき、どこに問題があって何が出来ていないのかが明確になり、情報共有することで適切な

シーティング・ポジショニング、クッションの選定が出来るようになりました。座圧測定器を使っての

今後の課題や活用方法も明確になりました。座圧測定器の活用方法はポスターにてご覧下さい。   
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第二部　記念講演

地域へ発信する 小学校の役割
講師 :生駒市立生駒小学校　校長　石　村　吉　偉 氏
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業務改善分野 

9 
スピーディな情報共有 

大高優・田村佳奈子・竹田月子(いこま乳児保育園) 

 

本園における保育士の人員不足・業務過多・情報共有・休憩時間の確保の問題に試行錯誤しな

がら取り組んだ。早朝や夕方の合同保育の中で、保護者への申し伝えは重要である。他のクラス

の情報も知っていないといけない為、日々の保育の中で起こった出来事(怪我や体調面等)を共

有する事が必須となる。その情報を迅速に共有する為に本園では朝礼や昼礼を行ってきた。だが、

毎日の会議で情報共有はできたものの、保育士の休憩時間の確保や他の仕事が進まない等、新

たな問題が現れる。その中で迅速に情報を共有できるツールとして LINE の使用を試みる。各ク

ラスの日々の保育、その他の業務もあり、子どもの午睡中と言っても保育士の仕事は多い。その

中で LINE による情報共有は迅速で正確に伝わり再確認もできる等、メリットが多い。数週間使

用し、保育士へのアンケートを実施。様々な見方からデメリットも浮き彫りになる。一つ一つの問題

点を改善してきた結果を報告する。 

 

 

10 
ヘルパー同士の情報共有 ～伝える力、読み取る力をつける～ 

奥垣洋子（はあとぽーと梅寿荘） 

 

 訪問介護サービスを利用者に提供した際、利用日、提供時間、提供区分や、提供した介護サ

ービスの内容、利用者の様子などを「ヘルパー活動記録票」に記録します。  

活動記録票は、サービス提供に必要不可欠なものです。一人の利用者に対して、複数のヘルパ

ーがケアに関わるため、毎回のサービス提供の前後に活動記録票を読むことで、ヘルパー間で情

報共有するために用います。当日のサービスの項目をチェックするだけでなく、訪問した日に体

調、その日の出来事や注意点、利用者と話した内容など、細かくわかりやすく記載することで、利

用者の状況を把握することができます。しかし、読んでも内容を理解できない、記録をしないで、

口頭で報告するなどで、共有できないことがあります。記録に残すということは、大切であり、読ん

でも内容が理解できるように、記録のとり方、読み方を考えることにしました。   
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地域連携活動分野 

11 Ｑ-ＳＡＣＣＳで地域の支援を見える化しませんか？  

菅原史登（奈良県発達障害者支援センターでぃあー） 

 

発達障害者支援センターは県から委託を受けて発達障害に関わる様々な支援をしています。

当事者やご家族への個人単位の支援だけでなく、より広い視点で地域全体への支援も役割にな

っています。でぃあーでは地域を支援する方法として「Ｑ-ＳＡＣＣＳ（発達障害の地域支援システ

ムの簡易構造評価」を活用した取り組みを始めました。Ｑ-ＳＡＣＣＳとは市町村ごとの社会資源や

支援の流れをシートにまとめ、特徴や課題を見える化できるツールです。でぃあー職員がコーディ

ネートしながら、行政職員や障害支援に関わる支援者・保護者の方がシートを作成し、発見した特

徴や課題から取り組めるアイデアを考えています。また、子ども家庭庁の協力を得て市町村職員

を対象にＱ-ＳＡＣＣＳの研修を行いました。既に取り組んでいる市町村の発表も行い、より多くの

地域に広げていきたいと考えています。実際の取り組みについては、ポスターと解説動画をご覧く

ださい。 
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リ
ー

ダ
ー

サ
ブ

リ
ー

ダ
ー

介
護

職
員

介
護

支
援

専
門

員

介
護

支
援

専
門

員

林
　
田
　
佐
知
子

山
　
角
　
由
紀
代

梅
寿

荘
居

宅
介

護

支
援

セ
ン

タ
ー

黒
葛
原
　
厚
　
子

笠
　
川
　
映
　
子

客
　
野
　
英
　
樹

み
ん
な
で
笑
っ
て
楽
し
く
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ

～
延
寿
い
き
い
き
倶
楽
部
が
挑
ん
だ

1
0
0
0
日
間
～

わ
が
町
の
地
域
ケ
ア
を
考
え
る

～
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
～

あ
く
な
み
苑
が
出
来
る
地
域
貢
献

～
高
齢
者
が
地
域
で
孤
立
し
な
い
為
に
支
え
る
～

（
第

1
9
回
）

せ
せ
ら
ぎ
ホ
ー
ル

71 72

老
人

総
合

施
設

あ
く

な
み

苑

デ
イ

セ
ン

タ
ー

延
寿

73

（
第

18
回

）
せ

せ
ら

ぎ
ホ

ー
ル

主
任
生
活
相
談
員

小
　
森
　
康
　
志

－ 46 －



保
育

士

保
育

士
児

童
発

達
支

援
セ

ン
タ

ー
 

仔
鹿

園

記
　

念
　

講
　

演

講
演

会

講
演

会

極
楽

坊
保

育
園

伊
　
藤
　
佐

智
子

伊
　
佐
　
千

代
子

運
動
好
き
の
子
ど
も
を
育
て
る
た
め
に

～
楽
し
く
運
動
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
～

「
子
育
て
力
を
高
め
る
」

～
ポ
ー
テ
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
用
～

主
任

指
導

員

こ
ど

も
支

援
セ

ン
タ

ー

あ
す

な
ろ

養
護

老
人

ホ
ー

ム

梅
寿

荘

佐
伯

佐
知

安
西

貴
志

「
児
童
発
達
支
援
の
中
で
社
会
性
を
育
て
る
遊
び
」

～
保
育
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
と
り
く
み
～

「
自
立
と
活
動
に
つ
な
げ
る
環
境
作
り
」

～
共
用
ス
ペ
ー
ス
の
再
構
築
～

（
第

2
0
回
）

な
ら
ま
ち
セ
ン
タ
ー

（
第

2
1
回
）

せ
せ
ら
ぎ
ホ
ー
ル

74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87

元
興

寺
　
住

職
辻

村
泰

善
　
師

「
菩
薩
の
道
」

支
援

員

介
護

職
員

介
護

主
任

総
合

施
設

や
す

ら
ぎ

の
杜
 延

寿

河
合

　
　

治

辻
野

　
勝

久
老

人
総

合
福

祉
施

設

あ
く

な
み

苑

児
童

養
護

施
設

愛
染

寮

あ
す

か
の

保
育

園

い
こ

ま
こ

ど
も

園

記
念

コ
ン

サ
ー

ト

デ
イ

セ
ン

タ
ー

寿
楽

宮
本

　
賢

二

西
野

　
公

章

「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
に
よ
る
介
護
現
場

の
未
来
」

～
ご
利
用
者
・
職
員
の
笑
顔
が
絶
え
な
い

現
場
を
目
指
し
て
～

健
康

運
動

指
導

士
大

谷
恵

子
「
ら
く
ら
く
体
操
か
ら

1
7
年
」

「
安
楽
の
姿
勢
を
作
る
こ
と
に
よ
る
生
活

の
変
化
」

じ
ぶ
ん
の
気
持
ち
と
ひ
と
の
気
持
ち

～
「
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ッ
プ
」
に
取
り
組
ん
で

3
年
～

（
第

2
2
回
）

生
駒

市
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー

（
第

2
3
回
）

生
駒

市
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー

児
童

指
導

員

保
育

士

相
談

員

玉
田

　
周

平

中
島

　
　

淳

辰
巳

　
章

子

坪
井

　
美

咲

内
田

　
妙

子

平
林

　
美

穂

「
メ
ン
タ
ー
制
度
を
取
り
入
れ
た
　
職
員
育
成
」

～
見
守
り
の
中
で
の
人
育
て
～

2
0
2
5
年
問
題
に
立
ち
向
か
え
！

～
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
連
携
に
よ
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
向
上
へ
の
道
～

さ
わ

む
ら

し
げ

は
る

と
　
に

こ
に

こ
楽

団
～
笑
顔
が
つ
な
が
る
　
う
た
あ
そ
び
・
お
と
あ
そ
び
～

「
楽
し
い
あ
そ
び
・
豊
か
な
育
ち
」
～
七
感
を
使
っ
て
～

和
ご
こ
ろ
か
ら
学
ぶ
、
究
極
の
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ

お
能
で
ヨ
ガ
ス
ト
レ
ッ
チ

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
藤
原
宏
美
　
先
生

副
主

幹
保

育
教

諭

保
育

教
諭

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
口
頭
発
表
）
　
№
１
～
№
2
1

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
口
頭
発
表
）
　
№
１
～
№
1
8

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
口
頭
発
表
）
　
№
１
～
№
1
4

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
口
頭
発
表
）
　
№
１
～
№
2
0

－ 47 －
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念
　

講
　

演

講
演

会

講
演

会

極
楽

坊
保

育
園

伊
　
藤
　
佐

智
子

伊
　
佐
　
千

代
子

運
動
好
き
の
子
ど
も
を
育
て
る
た
め
に

～
楽
し
く
運
動
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
～

「
子
育
て
力
を
高
め
る
」

～
ポ
ー
テ
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
用
～

主
任

指
導

員

こ
ど

も
支

援
セ

ン
タ

ー

あ
す

な
ろ

養
護

老
人

ホ
ー

ム

梅
寿

荘

佐
伯

佐
知

安
西

貴
志

「
児
童
発
達
支
援
の
中
で
社
会
性
を
育
て
る
遊
び
」

～
保
育
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
と
り
く
み
～

「
自
立
と
活
動
に
つ
な
げ
る
環
境
作
り
」

～
共
用
ス
ペ
ー
ス
の
再
構
築
～

（
第

2
0
回
）

な
ら
ま
ち
セ
ン
タ
ー

（
第

2
1
回
）

せ
せ
ら
ぎ
ホ
ー
ル

74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87

元
興

寺
　
住

職
辻

村
泰

善
　
師

「
菩
薩
の
道
」

支
援

員

介
護

職
員

介
護

主
任

総
合

施
設

や
す

ら
ぎ

の
杜
 延

寿

河
合

　
　

治

辻
野

　
勝

久
老

人
総

合
福

祉
施

設

あ
く

な
み

苑

児
童

養
護

施
設

愛
染

寮

あ
す

か
の

保
育

園

い
こ

ま
こ

ど
も

園

記
念

コ
ン

サ
ー

ト

デ
イ

セ
ン

タ
ー

寿
楽

宮
本

　
賢

二

西
野

　
公

章

「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
に
よ
る
介
護
現
場

の
未
来
」

～
ご
利
用
者
・
職
員
の
笑
顔
が
絶
え
な
い

現
場
を
目
指
し
て
～

健
康

運
動

指
導

士
大

谷
恵

子
「
ら
く
ら
く
体
操
か
ら

1
7
年
」

「
安
楽
の
姿
勢
を
作
る
こ
と
に
よ
る
生
活

の
変
化
」

じ
ぶ
ん
の
気
持
ち
と
ひ
と
の
気
持
ち

～
「
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ッ
プ
」
に
取
り
組
ん
で

3
年
～

（
第

2
2
回
）

生
駒

市
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー

（
第

2
3
回
）

生
駒

市
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー

児
童

指
導

員

保
育

士

相
談

員

玉
田

　
周

平

中
島

　
　

淳

辰
巳

　
章

子

坪
井

　
美

咲

内
田

　
妙

子

平
林

　
美

穂

「
メ
ン
タ
ー
制
度
を
取
り
入
れ
た
　
職
員
育
成
」

～
見
守
り
の
中
で
の
人
育
て
～

2
0
2
5
年
問
題
に
立
ち
向
か
え
！

～
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
連
携
に
よ
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
向
上
へ
の
道
～

さ
わ

む
ら

し
げ

は
る

と
　
に

こ
に

こ
楽

団
～
笑
顔
が
つ
な
が
る
　
う
た
あ
そ
び
・
お
と
あ
そ
び
～

「
楽
し
い
あ
そ
び
・
豊
か
な
育
ち
」
～
七
感
を
使
っ
て
～

和
ご
こ
ろ
か
ら
学
ぶ
、
究
極
の
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ

お
能
で
ヨ
ガ
ス
ト
レ
ッ
チ

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
藤
原
宏
美
　
先
生

副
主

幹
保

育
教

諭

保
育

教
諭

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
口
頭
発
表
）
　
№
１
～
№
2
1

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
口
頭
発
表
）
　
№
１
～
№
1
8

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
口
頭
発
表
）
　
№
１
～
№
1
4

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
口
頭
発
表
）
　
№
１
～
№
2
0

88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 10
0

10
1

10
2

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
口
頭
発
表
）
　
№
１
～
№
1
3

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
プ
レ
ビ
ュ
ー
（
口
頭
発
表
）
　
№
１
～
№
1
5

在
宅
で
の
看
取
り

介
護

支
援

専
門

員

主
任

ヘ
ル

パ
ー

兼
澤

依
子

金
田

智
子

保
育

士
江

頭
　

　
　

唯

自
ら
が
望
む
、
人
生
の
最
終
段
階
の
医
療
・
ケ

ア
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

～
ア
ド
バ
イ
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）
を
実
現

す
る

た
め

に
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
が

で
き

る
こ

と
～

双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実

～
ベ
ビ
ー
サ
イ
ン
を
実
践
し
て
～

最
期
ま
で
笑
顔
で
寄
り
添
う
介
護
　
～
住
宅
で
の
看
取
り
に
つ
い
て
～

は
あ
と
ぽ
ー
と
梅
寿
荘

い
こ

ま
乳

児
院

保
育

士
龍

田
千

夏
自
然
と
の
触
れ
合
い
が
育
て
る
子
ど
も
の
力

～
園
庭
遊
び
を
通
し
て
保
育
士
が
語
り
合
う
～

い
こ

ま
乳

児
保

育
園

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

記
念

コ
ン

サ
ー

ト

居
宅

介
護

支
援

セ
ン

タ
ー

延
　
寿

相
談

員
中

村
匡

志
こ
の
町
で
暮
ら
し
た
い
、
も
う
一
度
つ
な

が
り
を
持
つ
た
め
の
支
援

～
触
法
障
害
者
に
お
け
る
社
会
復
帰
の
取

り
組
み
～

奈
良

県
発

達
障

害
者

支

援
セ

ン
タ

ー
で

ぃ
あ

ー

法
人
各
施
設
の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
プ
レ
ビ
ュ
ー
（
口
頭
発
表
）
№
1
～
№
1
7

ウ
ク
レ
レ
の
世
界
へ

介
護

主
任

松
本

　
直

大
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
に
よ
る
介
護
現
場
の
変
化
」

～
脱
紙
媒
体
！
記
録
業
務
に
追
わ
れ
る
な
！
！
～

介
護

主
任

堀
本

　
卓

史
「
認
知
症
の
行
動
・
心
理
症
状
（
B
P
S
D
）
解
消
に
向
け
た
事
例
研
究
」

～
タ
イ
プ
別
ケ
ア
・
身
体
不
調
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
～

介
護

副
主

任
大

平
　

達
也

鈴
木
　
智

貴
氏

「
情
報
通
信
技
術
の
活
用
」

～
眠
り

S
C
A
N
の
分
析
か
ら
見
え
た
こ
と
～

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム

延
寿

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム

あ
く

な
み

苑

特
別

養
護

梅
寿

荘
老

人

ホ
ー

ム
梅

寿
荘

(
第

2
4
回

)

動
画
配
信

(
第

2
5
回

)

生
駒
市
図
書
会
館

記
念

講
演

法
人
各
施
設
の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
プ
レ
ビ
ュ
ー
（
口
頭
発
表
）
№
1
～
№
1
4

保
育

士
杉

　
　

賀
子

「
マ
カ
ト
ン
を
使
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ひ
ろ
げ
よ
う
」

～
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
な
～

主
任

長
野

　
智

子
「
児
童
発
達
支
援
の
役
割
」

～
い
っ
ぽ
１
１
年
目
の
検
証
と
今
後
の
展
望
～

保
育

教
諭

山
中
　
真

智
子

西
嶋
 
加

寿
子

氏

「
好
奇
心
や
探
求
心
の
芽
生
え
を
育
む
」

～
３
歳
児
の
水
と
関
わ
る
遊
び
を
通
し
て
～

「
遊
び
な
が
ら
成
長
し
よ
う
！
」

～
目
と
脳
と
体
を
つ
な
ぐ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
～

極
楽

坊
あ

す
か

こ
ど

も
園

こ
ど

も
支

援
セ

ン
タ

ー

あ
す

な
ろ

ビ
ジ

ョ
ン

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

プ
ロ

ト
レ

ー
ナ

ー

児
童

発
達

支
援

い
っ

ぽ

(
第

2
6
回

)

奈
良

公
園

バ
ス

タ
ー

ミ
ナ

ル

－ 48 －



斉
　

藤
　

洋
　

子

中
　
田
　
エ

ミ
子

中
　

井
　

耕
　

大

矢
　
野
　
健

太
郎

10
3

10
4

10
5

10
6

法
人
各
施
設
の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
プ
レ
ビ
ュ
ー
（
口
頭
発
表
）
№
1
～
№
1
4

介
護

職
員

岡
田

正
史

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
お
け
る

B
C
P
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

～
地
域
に
繋
が
る
安
心
感
を
目
指
し
て
～

在
宅
生
活
に
お
け
る
排
泄
支
援

～
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
の
排
便
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
取
り
組
み
～

笑
顔
は
副
作
用
の
な
い
お
薬

健
康

運
動

指
導

士
大

谷
恵

子
氏

記
念

講
演

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
延

寿

生
活

相
談

員

梅
寿

荘
在

宅
介

護
支

援
セ

ン
タ

ー

居
宅

介
護

支
援

セ
ン

タ
ー

延
寿

主
任

介
護

支
援

専
門

員

サ
ー
ビ
ス
マ
ナ
ー
行
動
指
針
の
実
践

～
接
遇
マ
ナ
ー
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
向

上
～

梅
寿

荘
デ

イ
セ

ン
タ

ー

デ
イ

セ
ン

タ
ー

延
寿
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斉
　

藤
　

洋
　

子

中
　
田
　
エ

ミ
子

中
　

井
　

耕
　

大

矢
　
野
　
健

太
郎

10
3

10
4

10
5

10
6

法
人
各
施
設
の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
プ
レ
ビ
ュ
ー
（
口
頭
発
表
）
№
1
～
№
1
4

介
護

職
員

岡
田

正
史

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
お
け
る

B
C
P
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

～
地
域
に
繋
が
る
安
心
感
を
目
指
し
て
～

在
宅
生
活
に
お
け
る
排
泄
支
援

～
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
の
排
便
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
取
り
組
み
～

笑
顔
は
副
作
用
の
な
い
お
薬

健
康

運
動

指
導

士
大

谷
恵

子
氏

記
念

講
演

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
延

寿

生
活

相
談

員

梅
寿

荘
在

宅
介

護
支

援
セ

ン
タ

ー

居
宅

介
護

支
援

セ
ン

タ
ー

延
寿

主
任

介
護

支
援

専
門

員

サ
ー
ビ
ス
マ
ナ
ー
行
動
指
針
の
実
践

～
接
遇
マ
ナ
ー
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
向

上
～

梅
寿

荘
デ

イ
セ

ン
タ

ー

デ
イ

セ
ン

タ
ー

延
寿
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平成29年４月
（2017年） いこま保育園が認定こども園としていこまこども園となる。

平成31年３月
（2019年） いこまこども園、乳児棟完成（定員290名）。

令和３年４月
（2021年）

平成30年７月
（2018年）

奈良県発達障害支援センターでぃあーが奈良仔鹿園内から磯城郡田原本
町の奈良県障害者総合支援センター内に移転。

極楽坊保育園、隣接する奈良市立飛鳥幼稚園の閉園に伴い、
幼保連携型認定こども園へ移行し、名称を「極楽坊あすかこども園」と改称。

－ 52 －



令和５年９月
（2023年）

極楽坊あすかこども園、旧飛鳥幼稚園敷地に新園舎を建設して移転。
児童発達支援いっぽも移転し、併設となる。

ば
ん
び
・
い
っ
ぽ
・
あ
す
な
ろ
メ
デ
ィ
カ
ル

こ
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
す
な
ろ
・
あ
す
な
ろ
あ
ず
さ

保
育
園
・
こ
ど
も
園

極
楽
坊
あ
す
か
こ
ど
も
園
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令和５年９月
（2023年）

極楽坊あすかこども園、旧飛鳥幼稚園敷地に新園舎を建設して移転。
児童発達支援いっぽも移転し、併設となる。

ば
ん
び
・
い
っ
ぽ
・
あ
す
な
ろ
メ
デ
ィ
カ
ル

こ
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
す
な
ろ
・
あ
す
な
ろ
あ
ず
さ

保
育
園
・
こ
ど
も
園

極
楽
坊
あ
す
か
こ
ど
も
園
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